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社会学のまなざし：社会の調べ方、測り方

　私たちは、毎日、意識するとしないとに関わらず、社会と関係しなが
ら生活し、主に自分の身の回りで起きた出来事に基づいて「社会とはこ
ういうものだ」というイメージを形成しています。しかし、社会調査をし
てみると、そのようなイメージが、実は偏っていたり、間違っていたりす
るということが少なくありません。本講義では、身近な問題についての
社会調査を紹介し、私たちの抱いている社会イメージがいかに不完全な
ものなのかを示すことで、社会調査の有用性について解説します。

社会学のまなざし：少子高齢社会を生きる

　少子化、高齢化がますます進む日本社会は、人口減少という大きな転換期
を迎えています。また、社会全体が大きく変容している時代でもあります。具
体的には、経済の停滞、非正規雇用の増大、家族の変化、地域のつながりの
低下など、私たちの生活の安定や維持を妨げる要因が数多く出現しています。
個人の生活を守り、持続可能な社会を目指すためには、どのような社会福祉
／社会保障制度が必要なのでしょうか。皆さんの今日と明日についてともに考
えましょう。

心理学への招待：怒りと叱り�   

　我々はなぜ怒りを感じるのか、怒りを表出することで他者との関
係はどのように変化するのか、怒りと叱りの違いはなにか。怒りと叱
りの原因、実態、その影響過程について心理学的な観点から分析し、
自分あるいは他者の怒りと叱りを理解することを目指します。

心理学への招待：
ショッピングを科学する！衝動買いはなぜ起きるのか�

　なぜ“期間限定”や“人気商品”などの札（POP広告）がつくと、その商品
が魅力的に見えるのでしょうか。松・竹・梅だと“竹”を選ぶ人が多いの
はなぜでしょうか。また、なぜ欲しくもないモノを衝動的に買ってしまっ
たりするのでしょうか。本講義では、こうした皆さんの消費生活を取り巻
く身近な諸問題を取り上げ、そのような行動に至った心のメカニズムに
ついて、易しくそしてユーモラスに解説します。

心理学への招待：記憶の仕組み

　記憶は、人間の認知活動の中で最も重要な機能です。学校での知
識の習得はもちろんのこと、日々の日常生活を暮らしていく上でも、
自分自身がどのような人間かという自己意識を保つ上でも必要です。
本講義では、このような記憶の仕組みや記憶の障害の研究について
お話しします。

心理学への招待：他者を信じるこころ

　私たち人間は、多くの人々と、さまざまな形で関わり合いながら生
活しています。毎日挨拶だけする相手もいれば、頻繁には連絡をと
らなくても、いざという時頼りにする「信頼できる」相手もいるでしょ
う。本講義では、人と人のつながり（社会的ネットワーク）と社会的
信頼の役割についてお話しします。

心理学への招待：こころとからだの関係�  

　私たちの心と身体は密接に結びついています。心の状態が、心拍
数や、汗や体温の変化として身体に現れますし、逆に、体の状態によっ
て、私たちの心理も左右されます。本講義では、そのような心と身
体の関係を通して心の仕組みに迫る生理心理学という分野から、心
理学の一部を紹介します。

心理学への招待：刑事裁判と心理学� 政治経済   

　心理学が明らかにした心の仕組みを、社会の現実で起こる問題に
応用するのが本講義です。裁判という現実場面で、例えば目撃証言
の評価や、裁判員制度の運用などで心理学を使うとどのようなこと
がわかるのか、またできるのかについて紹介します。

心理学への招待：
カウンセリングですること・目指すこと�

　カウンセリングにおいて、カウンセラーは何を目指し、何をする
のでしょうか。2つの例え話を題材に、他の対人援助職とも比べな
がら、カウンセリングの専門性や特殊性について一緒に考えていき
ましょう。

心理学への招待：わたしとあなたの違いのしくみ�

　友達と同じ経験をしても、考え方や感じ方が違うことはないでしょ
うか？性格は人それぞれですし、同じ景色を見ても注目している場
所が違っていたり、記憶した内容が異なったりすることもあります。
どのような個人差がどう生活に影響を与えるか解説します。

心理学への招待：受験に役立つ心理学�

　勉強のモチベーションはどのように高めて維持するのか、偏差値
とは何かなど、受験勉強に関連する事柄について、心理学の観点か
ら解説します。

心理学への招待：
心理調査と統計法－聞きにくいことを調査する�   

　調査を行う際、薬物使用の経験など回答者にとって答えにくい質
問をしたい場合があります。これらを直接尋ねても、恐らく正直な答
えは期待できないでしょう。そこで、統計的方法を用いて、個人の
プライバシーに配慮しつつ統計調査を実施する方法について紹介し
ます。

心理学への招待：自分のキャリアの創り方�  

　先行きが不透明で将来の予測が困難な昨今、将来のキャリア（生
きること・働くこと）について考えることは非常に困難です。そこで
本講義では、キャリアに関する心理学的研究を紹介することで、自
身のキャリアを考えていくための枠組みを提供します。

心理学への招待：感情との上手な付き合い方�

　人は誰しも、時々不安になったり落ち込んだりします。こうした
感情は、学業や人間関係を含め、日常生活にさまざまな影響を及ぼ
します。本講義では、感情との上手な付き合い方について紹介しま
す。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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心理学への招待：脳を知り心を知る�

　各種メディアで脳に関する情報があふれる昨今では、私たちの脳
と心が密接な関係を持っていることに疑問を抱く人はいないでしょ
う。しかしながら、必ずしも正しい知識が広まっているわけではなく、
脳に関する誤解や迷信は未だに多く存在しています。本講義ではさ
まざまな実例を通して脳を正しく理解するための基礎知識を紹介し
ます。

線形代数による心理・行動データサイエンス入門� 数学

　昨今、データサイエンスが社会的に注目されています。本講義で
は、高校でも馴染みの深い線形代数を活用して、データを分析する
ためのさまざまな分析法がどのように定義されているか、どのよう
に実行されているかを学びます。また、心理・行動に関するデータ
に分析法を適用して、どのような結果が得られるかを体験します。

メディア社会の現在

　マス・コミュニケーションおよびメディア社会の見方について、具
体例を取り上げながらお話しします。マス・コミュニケーションやメ
ディア社会について学ぶ意義、おもしろさをお伝えすることができる
と思います。また、メディア・リテラシーについてのお話をすることも
できます。具体的には、ジャーナリズム、新聞、放送、広告、インターネッ
ト、メディア文化などの中から、受講生にふさわしいものを選びます。

ジャーナリズムとは何か

　新聞、放送、インターネットなどさまざまなメディアを通じて、社
会の動きがニュースとして伝えられています。ジャーナリズムとは何
か、ジャーナリズムが果たす役割とは何かについて、具体例を取り
上げながらお話しします。

現代社会における広告

　広告は私たちの生活のさまざまな場面に浸透しています。広告は
どのように作られ、社会の中でどのような働きをしているのか、具体
例を取り上げながらお話しします。

インターネット社会とは

　インターネットが情報配信・共有の主流となった社会について、
どのように考えたらよいのか、インターネットとどのように付き合っ
ていけばよいのか、具体例を取り上げながらお話しします。

メディア文化の現在

　スポーツ、音楽、映画、テレビ、アニメ、コミックなど、現代のメ
ディアを介した文化の見方について、具体例を取り上げながらお話
しします。メディア文化を学ぶ意義、おもしろさをお伝えすることが
できると思います。

経済ゲームを通じて世の中を学ぶ�    

　不平等、公平、貧困などがなぜ発生するのか、開発途上国の衛生
環境、教育環境を変えるにはどうしたらよいでしょうか。答えはすぐ
に出ませんが、経済ゲームを体験し、その解説を聞きながら真剣に
考えてみましょう。

ビットコインから自律分散型の社会システムへ

　講義では、ビットコイン（BC）の登場時、1円にも値しないところか
ら今日の市場価格（1BC ≒1,000万円）までいかにして成長してきた
のかを説明します。また、私たちの生きる社会システムが現実とバー
チャルの融合に向けて進む中、ブロックチェーンをベースとした自律
分散型システムの役割、そして、その仕組みについて紹介します。

迷信と科学�  

　「科学的に証明されている」とは、新聞や雑誌でよく見る言葉です
が、これはどのような意味でしょうか。また、迷信、ニセ科学を信じ
ることで、社会にどのような影響があるのでしょうか。本講義では、
迷信やニセ科学の具体的な事例を提示しながら、科学と社会の関係
について理解を深めます。

高齢者の介護・生活支援と社会システムデザイン� 政治経済

　高齢者の介護・生活支援において、国や地域社会・家族・ボラン
ティアは、どのような役割を果たすべきでしょうか。社会システムを
デザインするという観点から検討します。

� 〈4月～9月出講不可〉

働かせ方から働き方を考える�

　ルールを知らずにゲームやスポーツをする人はいないでしょう。仕
事も同様です。今後、仕事に就く皆さんは、働かせ方を知った上で、
自分の働き方を考えることが必要です。そのための第一歩を提供し
ます。
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18歳選挙権時代のネット選挙

　2016年から選挙権が18歳に引き下げられ、同年の参院選では10
代の有権者が初めて投票しました。SNS の普及などにより、その
時からネットが選挙に与える影響も変化しつつあります。その影響
はどのようなものなのでしょうか。選挙の意義などについての解説
も交えながら説明します。

国会の半分を女性議員にするのは正しい？�

　日本の国会では、議員の男女比が９：１であったり８：2であった
りします。国民の半分は女性なのに、国民の代表であるはずの国会
ではどうしてこうなっているのでしょうか。本講義では、ジェンダー
というものから政治や民主主義について考えます。
� 〈8月～3月出講不可〉

企業経営と交通政策について考える

　経営学は企業が利益を得ることを重視した研究分野ですが、交
通における政策的視点とは、企業における利益と地域・地方公共団
体・住民との利益を調整しなければ成り立ちません。本講義では、
経営学の基本的な考え方と交通における環境政策を交えて講義を行
います。

韓国社会における人権問題� 2年生以上  

　韓国社会を理解する上で「人権」は、重要なキーワードの一つです。
本講義では、国際的な人権の保護という観点から、現代韓国社会が
抱えているさまざまな問題について考えて、理解度を高めることを目
的とします。
� 〈9月～3月出講不可〉

プラトンとアリストテレス：
理念と実践� 2年生以上  世界史・政治経済  

　今から2500年ほど前、古代ギリシアの哲学者、プラトンとアリス
トテレスは、師弟関係にありました。しかし二人は、理念と現実・実
践の捉え方、正義の追及と実現可能性との緊張関係などについて、
対照的な議論を展開しました。本講義では、この後の哲学・政治学
の議論に多大な影響を与えた、両者の立論を紹介しつつ、政策立案
における理念と実践との関係について考えてみます。

主権国家形成史：
国際関係論の立場から� 2年生以上  

  
　20世紀の国際関係論の基礎である主権国家体制は、宗教戦争を
経てウェストファリア条約によって確立したと言われます。この体制
の下で、「勢力均衡」「内政不干渉」「外交」といった概念が発展し
てきました。本講義では、宗教戦争の時代における政治と宗教との
緊張関係を手がかりに、主権国家体制の成立と発展について概観し
ます。

だれでも「通訳訓練」� 2年生以上    

　「通訳」は職業であるだけでなく、言葉の通じない人たちの間をつ
なぐ大切な行為です。そしてたくさん英語にふれることができるとて
も楽しい行為です。職業として通訳者を目指さなくても、通訳の技
術を身に着けることで、困っている人の役にも立てます。

効果的な異文化間コミュニケーションに必要なもの�  

　外国語（特に英語）ができるようになれば、異文化の人とのコミュ
ニケーションに不自由しなくなると考える人は多いと思います。しか
し、異文化間コミュニケーション学は、そのような考えが必ずしも正
しくないことを教えてくれます。効果的な異文化間コミュニケーショ
ンに必要なものについて考えます。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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部活動は将来に役立つのか？ 
－スポーツ教育学入門－�   

　国際機関であるOECD（経済協力開発機構）は「部活動は日本の強
み」とも言っています。なぜ、そのように評価されるのでしょうか。
部活動が将来に役立つのであれば、どのような活動が求められるの
でしょうか。スポーツ教育学の観点から考えていきましょう。

「マインドフルネス」とは何か�  

　近年「マインドフルネス」という言葉が、痛みやストレスの低減、
創造力の開発、集中力の向上といった効果があるとされ、注目され
ています。本講義では、実際に体験することを通して、教育学、身
体心理学などの観点から「マインドフルネス」の技法とその思想に
ついて考えます。

「からだ」の声に耳を澄ます�  

　私たちの「からだ」は、私たちにさまざまなメッセージを送ってく
れています。その「からだ」からのメッセージを受け取るのには、ちょっ
としたコツがいります。ヨガや身体心理学などの知見から「からだ」
の声に耳を澄ますコツとその重要性を、実際に体験してもらいなが
ら考えます。

「体力」とは何か？� 化学

　生活をしていると「体力」というぼやっとした言葉に出会います。
このぼやっとした「体力」を定義し、「体力」を向上させるための方
法について考えましょう。そこから、スポーツのパフォーマンスまで
話を広げ、食事との関連についても紹介できればと思います。

スポーツとチームワーク� 2年生以上  

　スポーツを実施する際、チームのメンバーは「互いに協力しあい、
自己の責任を果たす」ことが求められます。そもそもチームとは何な
のでしょうか。グループワークを通して、個人とチーム、およびチー
ムワークについて考えてみましょう。

オトナのスポーツで人生を豊かにする� 2年生以上   

　World Masters Gamesは、4年に1度世界中から30歳以上のスポー
ツ愛好者が集まるスポーツイベントです。例えば80歳を超えた色ん
な国の人たちが、各々の競技レベルと楽しみ方で、同じスポーツを
楽しむ者同士を讃え合い、次の再会を約束します。そんな世界を覗
いてみませんか？

アドベンチャープログラム  
−体験学習へのいざない−�    

　アドベンチャー（冒険）とは、極地や高山に挑むだけではなく、「で
きるかな？」と躊躇するようなことへの挑戦すべてを含みます。身体
を使った簡単な活動を通して、アドベンチャーを基盤にした体験学
習の一端に触れていただきます。そこは、仲間とのつながりや自身
の成長を実感するダイナミックな学びの場です。

「人間交流術」
－アイスブレーキング体験（実技）－

　人間は多くの人と関わりながら生活しています。しかし、初めて出
会った人と人とがすぐに交流、活動することは困難です。何らかのきっ
かけが必要となります。そのきっかけを演出するのがアイスブレーキ
ングです。本講義（実技）では、ゲームを通してアイスブレーキングを
体験し、人間交流の実際を学びます。

認知機能向上と運動�

　認知とは、理解・判断・論理などの知的機能を指します。運動
はこの認知機能の向上に有効であることが明らかにされています。
本講義では、認知機能の中でも「注意・実行機能」に焦点を当て、
教室内で座ってできる低強度運動を通じて、運動の効果について検
証します。

スポーツバイオメカニクス 
ヒト身体能力の可能性を探る�

　ヒトはどのようにして、より速く走ることやより高く跳ぶことなど
を可能にしているのでしょうか？筋肉や腱、関節など身体の特徴を
巧みに利用して様々な運動動作を可能にするヒト身体能力について、

「スポーツバイオメカニクス」という観点から探ります。

「ソーシャル・インクルージョン」を考える�

　さまざまな個性を持つすべての人が互いに包み支えあい、多様な
価値観を許容することができる社会、「ソーシャル・インクルージョ
ン」が求められています。“誰一人取り残さない（SDGs理念）”、“障
がいのある子どもの健康とくらし”をテーマに、一緒に考えてみましょ
う。

個人としてとソーシャルワーカーとしての自己覚知�

　私たちは一人ひとり個人の価値観を持っています。私たちの行動
や言動、その行動をとるにいたった判断に、その価値観はあらわれ
ています。人と関わり支援する専門職は、支援する相手の理解とと
もに、自分自身の価値観や考え方についてよく理解しておく必要が
あります。グループワークやロールプレイを活用して、個人の価値
観について、そして対人援助の専門職であるソーシャルワーカーが
何を大切にしているかについて学びます。� 〈4月～9月出講不可〉

社会的・文化的健康のための強い絆と弱い絆�   

　人は皆、社会のつながりの中で生きています。つながりはとても
大事です。だから、つながりは強ければ強いほど望ましい・・・と思
いきや、弱いつながりも役に立つことがある！？社会学や社会福祉
学などの学問分野の観点から、社会の「絆」についてのちょっと不
思議なお話をします。

国際比較でみる社会的養護
(親と一緒に暮らせない子どもの生活）�   

　親と一緒に暮らせない子どもの生活を考えることを社会的養護と
いいます。子ども虐待やネグレクトなど親と一緒に暮らせない理由
や養育里親や児童養護施設など子どもの暮らす場について、国際的
な比較を通して考えます。
� 〈9月～3月出講不可〉

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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暮らしにいかす臨床心理学� 2年生以上   

　臨床心理学は心理学の中でも人間の暮らしや営みを支える学問で
す。個人が自分らしさをいかしたり、他人のいいところも見出した
りして、互いに影響しあいながら、豊かな交流を結ぶことが大切です。
本講義ではこのようなことを臨床心理学の観点から考える機会にし
ます。

妊娠・不妊とメンタルヘルス�

　皆さんは「妊娠」についてどのようなイメージを持っていますか？
「妊活」や「不妊」という言葉からは、妊娠はとても難しいことのよ
うに感じるかもしれません。本講義では、現代の日本における妊娠
や出産の現状と、メンタルヘルスとの関連について学びます。

心はどこにある？：心と脳の関係�

　私自身は神経心理学を専門としており、「心はどこにあるのか？」
という命題を考え続けているのですが、まだ明解な答えにたどり着
いておりません。そこで、「心と脳の関係」を中心に心の在処（ありか）
について一緒に考えてみる機会にしたいと思います。

PCAGIP法の体験� 2年生以上  

　PCAのカウンセリング理論から発展したPCAGIP（ピカジップ）は
今や多くの対人援助職で用いられるグループ技法です。その批判し
ない、メモを取らない、一人一つの質問をするというシンプルなルー
ルでどのくらい友人の支援ができるか体験します。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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多面的にみて考えをつくり出す�

　世界中の学校で、知識を蓄えることだけでなく、知識を活用して
自分なりの考えをつくり出すことが重視されるようになってきまし
た。本講義では、対象を多面的にとらえて、そこから考えをつくり
出すプロセスについて学びます。

コミュニケーション実践�  

　「コミュニケーション」をテーマとした演劇ワークショップを行い
ます。ワークの体験とふりかえりを通して、聴くこと、伝えること、
自己理解、他者理解などについて学びます。日々の自らのコミュニ
ケーションを見つめる機会にしてみませんか。

ネットにあふれるデマを見分ける： 
脳が騙される癖を知ろう

　現代ではインターネットで検索するだけで大量の情報が手に入り
ますが、得られる情報の質は必ずしも保証されません。心理学の研
究成果をもとに、人々がどのような理由で偽の情報を信じ、他者に
発信してしまうのかを知ることにより、情報の賢い消費者になりま
しょう。

クイズで心理学を体験しよう

　心理学は人の心や行動について考える学問です。しかし、よくわ
からない、ちょっと難しいと思う人もいるでしょう。そこで本講義で
は、クイズを通して心理学を体験します。クイズを通して、人の心
の働き、行動の理由を考えてみましょう。

アートで拡がる技術�

　人類は芸術的好奇心によってさまざまな表現技術を生み出してき
ました。その好奇心は石器時代に洞窟壁画に描いてきたような視覚
表現を、現在のVRに続く仮想空間へと進化させました。音楽を自
由に聴きたいという願いは蓄音機やラジオを誕生させ、さらにはス
マートフォンへと繋がっています。

メディア文化論

　現代社会においてメディアの果たしている役割はきわめて大き
く、特に、メディアと文化との関わりは顕著です。文化を社会学的
に定義すると、それは人々を差別化すると同時に、集団としてひと
つにまとめあげる力を持ちます。現代社会においては、メディアこ
そがそうした文化の働きを代表しています。そこで、具体的なメディ
ア素材を例としながら、そのメディアが伝えている文化を考察して
いきます。

負の記憶とデジタルヘリテージ� 2年生以上

　世界には戦争やテロ、災害や事故・公害など「負の記憶」に関す
るさまざまな博物館や資料館があります。現在それらの収蔵品はデ
ジタル化されてネットなどで“デジタルヘリテージ”として公開され、
世界中で共有されつつあります。本講義では、負の記憶を“デジタ
ルヘリテージ”として共有することの意味を考えていきます。

映像とその周辺� 2年生以上  美術

　映像にはどのような要素が含まれているのでしょうか。そして、
それらの要素はお互いにどのように関わりあっているのでしょうか。
映像というキーワードをもとに、その表現を構成する要素を理解す
る手掛かりについて紹介します。

モバイルから学ぶグローバル社会�

　私たちにとって今やもっとも身近なメディアといえるスマートフォ
ンとSNS。その使われ方も国々によってさまざまです。これらがどの
ように世界中に広まり、また使われているのかを知ることを通じて、
文化の違いや国際社会の抱える課題について学んでいきましょう。

メガイベントの社会的意味 
～万博・五輪・サッカー W杯～�

　今年初めに冬季大会が開かれたオリンピックや、開催予定のサッ
カーのワールドカップなどの巨大イベントは、実は昨年大阪で開催さ
れた万博と歴史的に深い関わりがあります。その成り立ちと社会に
もたらす意味について、本講義でより深く学んでいきましょう。

選挙が教える民主主義の限界� 3年生

　選挙は、民意を政治に反映させるための重要な機会であり、民主
主義の根幹ですが、逆に、民主主義の限界も教えてくれます。本講
義では、その「限界」を丁寧に説明し、主権者としての第一歩を踏
み出す一助にしたいと考えています。

なぜ政府は存在するのか？� 政治経済

　政府は、私たちの生活に必要不可欠なサービスを提供してくれる
存在であると同時に、そのために必要な資金を税金という形で強制
的に徴収する権力も持ち合わせた存在です。なぜ私たちは税金を支
払ってまで政府を存在させているのか、行政学の視点から考えてみ
ましょう。

政治を「科学」する

　社会にはさまざまな謎（パズル）があり、それは政治でも同じです。
なぜ若者の投票率は低いのか、なぜ戦争が起こるのかなど、政治に
存在するあらゆる現象には原因が存在します。その原因を「科学的」
に解き明かすとはどのような営みでしょうか。本講義では政治を科
学する方法と実践例を紹介します。

地球の歴史からみる環境問題�

　温暖化などの環境問題が危惧されるようになって久しいですが、
客観性を欠く議論も少なくありません。環境問題の本質は地球を知
ることであり、精度の高い観測が出発点です。このような観点から、
46億年にわたる地球の歴史を振り返り、改めて環境問題の意味を考
えます。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目

総
合
情
報
学
部
／
総
合
情
報
学
科



22

関
大
の
知
に
ふ
れ
る

学部・学科等

戦略的に考える

　生成AI等の技術進歩により、過去の知識の入手がより容易になる
につれ、それらをどのように戦略的に活用するのかが問われるように
なっています。本講義では、簡単な演習を通じて、戦略的な思考に
ついて学習します。

コンビニの仕組み

　コンビニエンスストアは、今では、私たちの生活に欠かせない存
在となりました。狭い店舗面積にもかかわらず、1日の販売金額は平
均で60万円とも言われています。そのような好業績は、買い手には
見えにくい「情報システム」によって支えられています。そこで、本
講義では、コンビニエンスストアを支える情報システムの役割につ
いて説明します。特に、レジの仕組み、商品バーコードの仕組みな
どを説明していきます。

地方創生とマーケティング�

　企業において重要な役割を果たしているマーケティングは、今や
地方創生においても欠かせないものになっています。地域における
マーケティングやブランディングのさまざまな事例を紹介しながら、
マーケティングの基本的な考え方から最前線までをお話しします。

AIによるサステナビリティ投資や評価� 3年生  公共・家庭科  

　現代のグローバル企業活動は環境・社会に大きな影響を与えてい
ます。企業が利益と社会課題の解決を両立する「サステナビリティ
経営」が重要視され、AI を活用した評価方法の研究が進んでいます。
また､ 環境や人権など様々な課題に対し、消費者やNGO など多様
な価値観による評価を行い､ サステナブル投資に活用するかについ
て一緒に考えていきましょう。

おカネのこと：儲かる話は危ない話� 政治経済  

　ビットコインなどの「仮想通貨」とは何？何かの役に立つの？どう
して、大きく儲けた人がいるの？大きく損した人もいるの？これから、
広く使われるようになるの？他にも、簡単に大きく儲ける方法はある
の？こうしたことを考えてみましょう。

GDPから、経済学を考えよう

　例えば、今年のGDPは昨年度よりも大きくなったとします。この
ことは、私たちの生活を豊かにし、幸福にするのでしょうか。本講義
では、テレビや新聞でよく耳にするGDPを中心に、経済学を紹介し
ます。

USJから学ぶマーケティング

　高校生活ではあまり「マーケティング」という言葉を聞くことはな
いと思います。ですが、私たちの周りはマーケティングで溢れていま
す。本講義はこのマーケティングを皆さんにとって馴染みのあるUSJ
を参考に学びます。なぜUSJが魅力的なのか、少しこれまでと違う
視点から考えてみましょう。

ゲーム理論の世界

　ゲーム理論は、他者の行動を予測しながら、自分にとって最適な
行動を考える意思決定の理論です。つまり、他者との駆け引きを分
析する理論です。本講義では、簡単な例を使って、ゲーム理論の魅
力と応用範囲の広さを伝えます。

裁判例にみる知的財産法の面白さと重要さ�

　音楽や動画、ゲーム、有名ブランドなど、私たちの周囲には知的
財産がたくさんあります。そして、知的財産を巡る紛争が日々生じて
います。実際の裁判例を通じて知的財産法のおもしろさと重要さを
お話しします。

データから読み解く日本社会の変化

　社会調査データを用いることで、社会における人々の行動や考え
方の特徴を客観的に把握できます。本講義では、家族や仕事、価
値観に関するさまざまなデータを紹介しながら、戦後から現在まで
人々の行動や考え方はどのように変化したのかを示し、その背景に
ついて考えます。

身近なデータサイエンス

　選挙の開票速報では、開票が終わるよりもずっと前に、さらには
開票が始まる前に、「○○候補が当選確実」と報じられることがあ
ります。本講義では、そのようなことを可能にしているデータサイ
エンスについて、その考え方を身近な問題と関連づけながら説明し
ます。

数学を使って人の行動を考える� 数学Ⅰ・A  

　ものごとの本質を理解するためには、現象を抽象化して「モデル」
として表現することが有効です。そのようなモデルはさまざまな数
学的知識を利用して作成されます。本講義では、人の判断や行動を
理解することに関して、数学がどのように応用されるのかや研究例
を紹介します。

渋滞を科学する
－シミュレーションでわかる渋滞のしくみと解消術－�  

　車が動かない高速道路、人が並んだ行列、「渋滞」は日常生活の
あらゆる場面に存在します。これらを解き明かすカギが「シミュレー
ション」にあります。高校で学ぶ「情報Ⅰ」の内容が、最新の研究
とどうつながるのか。渋滞がなぜ起こり、そしてどうすれば解消で
きるのか。シミュレーションから明らかにされる渋滞解消術を伝授
します。

錯視立体を科学する
－高校数学で創り出す不思議な立体－�  

　「目の錯覚」によって、あり得ない姿や動きを見せる立体を「錯視
立体」と呼びます。この錯視立体は高校で学ぶベクトルなどの「数
学」を使った計算を通じて作られています。高校で学ぶ「数学」が、
錯視立体の計算にどのように使われているのか。そのプロセスに触
れ、そして実際の紙工作を通じて錯視立体のトリックを体験してみ
てください。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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不定方程式の解を数える� 2年生以上  数学Ⅰ

　直線や円はｘとｙの方程式で表されます。そのような曲線の上に
ある有理点（どちらの座標も有理数であるような点）はどれ位あるか？
その個数を調べてみましょう。

グラフ理論と感染症の数理モデル� 2年生以上  数学Ⅱ

　グラフとは、複数の頂点を辺で結んだものであり、コンピュータ・
ネットワークの構造、人の繋がり、飛行機の路線図などの結合の仕
方を表します。感染症の数理モデルについて解説した後、人の繋
がりを表すグラフ上で感染症が広がる様子を数理モデルによってシ
ミュレーションします。

「数理最適化」で問題をクリアにしてみよう�

　身近な課題にモヤモヤすることはありませんか？数理最適化は、
「目標は何か？」「何を調整すべきか？」といった視点で曖昧な問題
を整理し、解決の道筋を明らかにします。本講義では、身近な事例
から情報通信技術への応用まで、数理最適化の可能性をわかりやす
く解説します。

安全・安心なくらしを支える信頼性手法�  

　安全・安心な社会生活を送るためには、起きてほしくない事象を
できる限り洗い出し、それらが起きないよう未然防止策をとる必要
があります。身近な社会生活や工業製品を取り上げ、事故や不具合
を未然に防ぐための、信頼性手法や効果的な対策方法について紹介
します。

立体映像の仕組み�  

　テーマパークのアトラクションや3D映画などで、立体映像を見る
機会が増えてきました。本講義では、立体映像の仕組みとその生成
に必要なコンピュータグラフィックスや、人間の立体視について易
しく解説します。

ミュオグラフィを用いた古墳の内部調査�  

　ミュオグラフィは、宇宙線の中の素粒子ミュオンを用いて大型の
構造物を透視する技術です。最近では、エジプトのピラミッドに新
たな空間が発見され話題となりました。本講義では、ミュオグラフィ
を埋蔵文化財である古墳に適用し、非破壊・非侵襲で内部を調査
する試みについて紹介します。

MRで体験する高松塚古墳石室壁画
－発掘時と建造時を“石室内”で鑑賞－

　国宝・高松塚古墳石室壁画の発見に関わった本学の研究成果をも
とに、MR（複合現実感）技術で「発掘時」と「建造時」の壁画を石
室内で鑑賞できるシステムを開発しました。本講義ではその概要を
紹介し、実演を行います。

堺の火縄銃製造をCGで再現、MRで体験する

　堺市は戦国～江戸期に火縄銃生産の一大拠点でした。本学と堺
市の共同研究成果をもとに、その製造工程をCGで再現・可視化し
ました。本講義では、堺の優れたものづくり技術を紹介し、MR（複
合現実）でその仕組みを体験できるシステムについて解説します。

ロボットは心から涙を流す日が来るのか？
－生体情報が拓くAI最前線－�

　ロボットは心から涙を流す日が来るのか？という問いを出発点に、
画像処理や生体情報から人の感情状態を推定するAI技術の最前線
を紹介します。研究事例を交えながら、ロボットによる挑戦と限界、
そして人類とロボット社会の未来について、一緒に考えます。

身近な暗号技術� 2年生以上  数学Ⅱ

　情報セキュリティ技術、特に暗号や符号は、高校で学ぶ数学に基
づいているものが少なくありません。「何の役に立つのか？」と思う
ようなことが、実は私たちの生活を支えています。本講義では、そ
のような事例を紹介し、数学や情報セキュリティ技術への関心を高
めてもらうことを目指しています。

コンピュータ進化論：情報処理の過去・現在・未来�

　コンピュータやスマートフォンの普及、人工知能の台頭など、情
報通信技術（ICT）の発展は私たちの生活をさまざまな角度から大き
く変えてきました。本講義では、私たちの生活がどのように変化し
てきたかを概観しつつ、情報学という分野の特徴を紹介します。

サイバーセキュリティ対策のお仕事� 情報Ⅰ  

　サイバーセキュリティ対策の仕事はコンピュータウイルスの対策
だけではありません。本講義では、サイバーセキュリティの分野で
どういった仕事があるのか、そのために何を学べばいいのか、解説
します。

ヒトの心を科学する�   

　私たちにとって身近なものである「心」。皆さん自身、心がどの
ようなものかわかっているようで、実はそうでもないかもと感じてい
るのではないでしょうか？認知心理学は、科学的なアプローチを用
いて心の正体を解き明かそうと試みる学問です。本講義ではその一
端を紹介します。

聴覚メカニズム
－ヒトはこのようにして音を聞いている－�  

　ヒトは20Hzから20,000Hzまでの非常に広い周波数の音を、ダイ
ナミックレンジ120dBで聞いています。さらに、音の高さがわずか
0.5％変化するだけでもその変化を聞き分けることができます。この
ような我々の優れた聴覚の仕組みを、工学的な見地からわかりやす
く解説します。

総
合
情
報
学
部
／
総
合
情
報
学
科
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学部・学科等

「おもしろい」を科学するAI�   

　本講義では、人間が「おもしろい」と感じる漫画やゲーム、音楽
などのポップカルチャーを対象としたAIについて、その知識や技術
を具体的な研究事例をもとに紹介します。「知性」を必要とするさ
まざまな問題が人工知能によって解決されつつある中で、文化や芸
術といった人間が「感性」で捉えているメディアに対して、コンピュー
ターはどこまで迫れるのでしょうか。

人間脳VS人工知能（AI）�  
　AIに関わる計算機能を説明します。特に、人間の脳の視覚機能、
脳と身体性、深層学習、機械学習について説明します。

感情知能ロボットと私たちの未来�   

　人間のような心を持ち共感するロボットの感情は究極の知能といえます。ヒトはさ
まざまな意識や欲求の状態によって次の行動が変化します。ロボットや仮想エージェ
ントのキャラクターなどの人工的な存在に心を設け、人間と同じように意識や注意、
感情を持たせ、行動するための判断を行うように設計すれば、周囲の人間の気持ち
を推しはかったり自身の欲求を主張することができるようになる可能性があります。
本講義ではこのようないきいきとしたロボットを目指す試みや、ロボットが多く活躍
する未来における私たちとの関係、およびそこで生じる問題などに触れます。

視線・声・接触とコンピューティング
－人間の自然なやりとりに介入する－�   

　視線は、「目は口ほどにものを言う」とあるように、人間の興味や考えを表してい
ます。音声には抑揚やテンポなどさまざまな表現が入っています。そして接触には、
母子間にみられるように、強い愛情表現や関係性を深める表現として効果がありま
す。直接的に表現することができる「言葉」だけでなく、このような非言語表現が
人間のさまざまな状況を察知するのに役立ちます。本講義では、人間のメッセージ
をコンピュータが読み取る手法やそれらの応用として、視線検出・音声処理・接触
パターン検知についての紹介とコミュニケーション応用システムを紹介します。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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学部・学科等

地震でも壊れにくい構造物をつくるには？�

　安全な暮らしを実現するためには、壊れにくい構造物をきちんと
つくり、災害を防ぐ、軽減することが重要です。そのためには、数
学や物理など、さまざまな学習が必要であり、実験を通じて学習の
必要性を伝えます。

様々な視点から考える自転車の安全�

　自転車事故は高校生にとっても身近な事故です。 ヘルメットの
頭部保護効果、ヘルメット普及に向けた考え方、自転車乗員の飛び
出し行動の特徴などについて紹介し、一緒に安全な交通環境の実
現について考えていきます。

北風の防災から太陽の防災へ�  

　1923年関東大震災では10万人以上の命が奪われました。今なお、我が国の災害史上最
悪の数字ですが、さまざまな人々の知恵が被災した人々を救うということを教えてくれた
のもこの災害です。例えば、大衆食堂のカレーライスやホテルウェディングが一般的になっ
たのはこの災害がきっかけでした。東日本大震災でも同じようなことが起きました。本講
義では、高校生の皆さんが興味を持っている分野（大学の学部）や職業と防災・減災の関わ
りについて考えます。今ほど、防災以外の分野の力が社会の安全性向上に貢献することが
期待されている時代はありません。皆さん、一人ひとりの力が必要とされているのです。

映画に学ぶリスクマネジメント

　映画は必ず主人公がリスクに直面し、それを乗り越える内容になっ
ています。映画を題材にリスクマネジメントを学習しましょう。

〈4月～9月出講不可〉

ホスピタルアートとは何か

　患者さんや家族、職員・看護師・医師がよりよく過ごせるように、
近年、病院にアートを導入する試みが定着してきました。イリュミナー
トの実演と共にお話しします。

〈4月～9月出講不可〉

人ごみに潜む危険について学ぶ�

　祭り・スポーツ観戦・初詣など多くの人が集まる場所では、一歩
間違うと将棋倒しなどの事故が発生します。その発生メカニズムを
知ることで、自分が事故に巻き込まれないためにはどのようなことに
注意すれば良いのか学びましょう。

災害と向き合うまちづくり�

　日本で懸念されている数多くの大地震の危険性を説明します。特
に、地震によって生じる都市部の物理的な被害と社会的な影響を科
学的に示し、将来、都市が安全になるために必要とされる防災対策と、
そこから見えるまちづくりの方向について紹介します。

土はなぜ壊れるのか？� 物理    

　近年、地震や降雨による斜面崩壊・地すべりや液状化が多発して
います。これらの地盤災害に対する防災・減災を考える上で、土構
造物が破壊するメカニズムを理解することが重要です。本講義では、
材料として土について紹介し、なぜ土が破壊するのかについて模型
実験などを交えてわかりやすく解説します。� 〈9月～3月出講不可〉

心理学は“安全・安心”にどのように役立つのか？

　人は社会的な生き物であり、人の「心理」に対する関心や興味は
尽きません。一方で、過去のさまざまな事故・災害にも、人の「心理」
は関係しています。本講義では、身近な例を交えつつ心理学と事故・
災害の関係について解説するとともに、社会安全を実現するための
手法について考察します。

災害レジリエンスとは何か�    

　災害の被害を軽減するだけでなく、被害から速やかに⽴ち直り、
より災害に強い社会に変化することができる⼒のことを「災害レジリ
エンス」と呼びます。なぜレジリエンスが必要なのか、どうすればレ
ジリエンスの強い社会になるのか⼀緒に考えましょう。

地震を測る�    

　日本に住む限り避けることができない地震。そのメカニズムを理
解する第一歩として、最先端の地震観測データから、その特徴を解
説します。テレビなどで耳にする機会も多い「マグニチュード」や「震
度」の計算を、高校で習う数学を使って皆さんに経験してもらいます。

臨時情報から学ぶ地震防災�    

　2024年8月に南海トラフ地震臨時情報が発表され、人々の生活に
も大きな影響がありました。「巨大地震注意」のわりに「日頃の備え
の再確認」が繰り返されたのを不思議に感じた人もいるのではない
でしょうか？高校までの地震の知識をもとに、その謎を解き明かしま
す。

安全と熱・流れ

　日頃使っている電気、化学繊維、ガソリンなどは、発電所や化学
プラントで作られており、その設備の安全性には、熱と気体や液体
の流れが深く関わっています。本講義では、これらの工業設備の安
全性と熱・流れの関係を、熱・流れに関する物理の概説を加えなが
ら説明します。

災害時のコミュニケーション�

　あなたは、災害時に避難をした経験がありますか。例えば、台風
が接近してきたときに、住民や行政にはどのような判断や対応が求
められるのでしょうか。体験型の講義を通して、災害リスク・コミュ
ニケーションの大切さを学びます。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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学部・学科等

被災者支援と法�   

　災害が起きた場合、私たちはどのような支援を受けることができ
るのでしょうか。本講義は、具体的な災害を題材に被災者支援のあ
り方を考えていきます。法律を読んでいくと、さまざまな問題が見
えてきます。

運輸分野の事故防止について考える�   

　速くて便利な交通システムの発展の裏側では、不特定多数の一般
人が犠牲となる運輸分野の事故が後を絶ちません。事故はどのよう
にして発生するのか、また安心して暮らせる社会の実現のためにど
のようにしたら事故を防げるのかをわかりやすく説明します。

交通の歴史と発展�

　縄文時代の丸木舟や家畜にはじまり現代の自動車や飛行機に至
るまで交通の発展とその歴史の概観について学びます。また、現代
や将来における交通の課題を把握し、安全・安心な社会を実現する
うえでの交通システムのあり方を考えていきます。

通信の歴史と発展�

　コミュニケーションの源流にはじまり、狼煙や飛脚を経て現代の
スマホや5Gに至るまで通信の発展とその歴史の概観について学び
ます。また、現代における通信技術の活用例を示しつつ、通信の課
題に触れながら将来における通信のあり方を考えていきます。

人はなぜミスをする？
そして、どんなときに「責任」を問われるのか？�

　人は、忘れ物、言いまちがい、カンちがいなど、さまざまなミスを
する存在です。本講義では、人はなぜミスをするのかの簡単なメカ
ニズムと、そのミスがどのような「法的責任」につながる（かもしれ
ない）のかを、具体的事例を使って説明します。

「情報を守る」とは何かを考えよう
～情報セキュリティ≠技術的対策～�   

　「情報を守る」ことを考えた際、皆さんが想像するであろう技術的
対策はほんの一部でしかありません。たとえば、経営寄りの考え方
も必要となってくるのはご存知でしょうか。本講義では、情報を守る
ために必要なことが何かを、情報処理安全確保支援士の資格を持つ
教員がわかりやすく解説します。

安全に・安心に・賢くAIを活用するには�   

　ChatGPTに代表されるように、AI技術が私たちの生活を一変さ
せつつあります。そこで本講義では、AIの歴史や仕組みにはじまり、
AIと人とのかかわり方、生成AIと検知AIのイタチごっこが続くフェ
イク問題などの解説を通じて、安全・安心に賢くAIを活用する術を
考えてみましょう。

もうひとつの防災対策～生活の中の防災～

　防災の重要性を理解している人はたくさんいますが、防災対策を
行っている人は少数です。しかし、「日常生活+α」としての防災対
策以外にも、私たちの生活の中に防災につながる習慣が埋まってい
るかもしれません。本講義では、こうした生活の中の防災対策の実
例とそれを発見する方法について紹介します。

減災と市民活動�  

　近年、市民による自発的な活動が、社会の課題を解決する新たな
処方箋として注目されています。本講義では、防災・減災に関わる
市民活動を取り上げ、その経緯と展開、現在の課題と今後の展望な
どについて、過去の災害事例を参照しながら考えていきます。
� 〈8月～9月・1月～2月出講不可〉

リスクと基準値�  

　私たちの社会には、「安全」を守るために多くの「基準値」があり
ます。一見「科学的」に思える数値でも、科学以外の理由で決まっ
ている場合が少なくありません。本講義では、主に原子力・放射線
分野の基準値を例にとりながら、望ましい安全の姿について考えま
す。

流行病の制御学�

　新型コロナウイルス感染症のように、感染症は過去のものではな
く、いまだに人々の健康を脅かす存在です。感染症の対策を行うに
は、まずは敵を知ることが大切です。細菌やウイルス、寄生虫など、
身近な感染症について知り、どのような治療法や対策があるのか学
びましょう。

正しいデータの見方� 2年生以上  数学B

　データサイエンスはデータを用いて社会の課題を解決する学問分
野の一つです。本講義ではデータサイエンスにおいて重要な「データ」
の見方や活用方法について概説します。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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学部・学科等

データサイエンスの鍵：ビッグデータを学ぶ�  

　膨大なデータを処理可能とするビッグデータ分析の基本的な考え
方を、グループワークを通して楽しく学ぶ模擬講義です。膨大なデー
タから価値を引き出すための「技術」と「アイデア」の重要性を知り、
データサイエンスの面白さを体感しましょう。

コンピュータの歴史� 2年生以上

　身近にあるスマホやタブレットで日々使いこなしているITのそも
そもの歴史について知ってもらい、今の技術の進歩とスピードにつ
いて気づきを得てもらいます。さらに、ITへの「他人任せ；自分は
使うだけ」の無意識から、自分たちの日常に欠かせない技術であり、
将来の自分や社会にとって欠かせない技術であることを理解し、自
らの将来を考えるきっかけとします。

データで未来をデザインする

　WebとGISを組み合わせることで、観光やまちづくり、災害対応
など多様な分野で未来の社会を支える技術が生まれています。Web 
データとGISを使って身近な情報を分析、見える化する体験を通し
て、大学で学ぶ面白さを体験してもらいます。

データ利活用とテキスト系生成AI

　ChatGPTなどのテキスト系生成AIが世の中で広く活用されるよう
になってきており、単に質問に答えてもらう以外にも、さまざまな
活用方法があります。本講義では、データ分析の基本的な考え方を
概説した上で、テキスト系生成AIをデータ分析に活用する方法につ
いて説明します。

消費者行動のデータから法則を発見する

　本講義では、消費者行動における法則について紹介します。消費
者行動の法則を用いると人間の行動を記述し、予測することができ
ます。その法則が、どのようなデータ分析方法を用いて導き出され
てきたのか、そして、どのような対象に対して利用できるのかを説
明します。

AIってどうやってできているの？～機械学習の基本～

　中学や高校で習う数学は何に使うのだろうと疑問に思ったことは
ありませんか？本講義では、最近のAI（人工知能）を実現するために
使われている機械学習技術と数学の関係について、簡単な例を用い
て説明します。

AIとは何か？何ができるのか？

　近年、AI（人工知能）はとても身近な存在になりました。本講義で
はコンピュータによって実現された知能とはどのようなものなのか、
また自動運転などを例にAIで何ができるのか説明します。

経営学を学ぶ意義　戦略・組織・ひと�  

　経営学は会社を経営する社長のためだけの学問ではありません。
企業で働く、NPOや部活の活動、ひとりひとりの生き方が考える際
にも役立つ実学です。本講義では、経営学の概要と経営学的な発
想を紹介し、様々な局面で自分なりの答えを導き出すヒントを学び
ます。

販売データからの知識発見�  

　近年、巨大なデータがあらゆる所に蓄積されるようになっていま
す。本講義では、こうした巨大データの有効活用について、販売効
率化の視点から、現状と最近の状況を紹介します。

小売業分野におけるビッグデータの活用

　小売業分野におけるデータを使った研究事例を中心に、これから
のビジネスにおけるデータサイエンスの実践で求められることや必
要とされるスキルを紹介します。

スーパーマーケットから学ぶBDS超・入門

　ID-POSデータの店舗経営における使い方を例にして、データを
ビジネスに活かす方法の紹介や実際のデータを使ったグループワー
クを実施します。

データサイエンスと社会とのかかわり

　社会におけるデータの活用の現状について紹介するとともに、
データを活用するための基礎知識として記述統計に基づくデータの
見方を紹介し、グラフの読み取りと解釈についてのグループワーク
を通じて、実際の社会でデータを活用するために重要となることを
知ってもらいます。

機械学習によるビッグデータマイニング

　IoT・AI時代において、モバイルコンピューティングやエンド-エッ
ジ-クラウドコンピューティング等の新興コンピューティングパラダ
イムが急速に発展しています。本講義では、スマートサービスを提
供するためのデータ駆動モデルとビッグデータマイニング技術の活
用例を紹介します。

論理関数と集合族の効率的表現：
アルゴリズム設計の数理� 数学  

　計算機で集合族や論理関数等の離散的な構造を扱う際、その表
現方式が計算性能を決定づけます。本講義では、二分決定グラフ
等のデータ構造を用いた情報の圧縮表現とその上で動作する演算
の計算量解析を通じ、効率的なデータ構造設計のための理論を概
説します。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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学部・学科等

縁遠そうで縁遠くない、避けられない経営の問題

　「経営学」と聞くと難しそうで自分には関係ないと感じるかもしれ
ません。しかし、本講義では、経営学が実は私たちの日常に深く関
わる学問であることを学習します。その上で、経営の問題の解決に
はデータが役立つことを解説します。

データサイエンスで新たな可能性にチャレンジ！

　ビッグデータの解析や異分野間の研究が様々な問題の解決に活
用され、有益な知見が生活の向上に役立っています。事例として放
牧牛の飼育について紹介します。また、データサイエンスの手法に
ついて学び課題にチャレンジしてみましょう。

データから推し量る機械
－AIの可能性と限界－�  

　目まぐるしく進歩する人工知能（AI）が注目されていますが、そも
そも「コンピューターが学習した」とは一体どういうことでしょうか？
AIのパフォーマンスをどう捉え、どう保証すれば良いのでしょうか？
この素朴な疑問に一つの答えを示し、AIの可能性と限界について考
えましょう。

会計学からみるデータ・サイエンス�

　データ・サイエンスと聞くと、「堅苦しそう」や「難しそう」といっ
たイメージがあるかもしれません。本講義では、ビジネス・データ・
サイエンスが実社会でどのように役立っているのかを紹介しつつ、
会計学の分野におけるデータ・サイエンスの活用方法について説明
します。

YouTuberとして成功するには？
~SNSから学ぶマーケティング入門~

　皆さんが今からYouTuberになるとしたら、どんなチャンネル
を運営するでしょうか？ YouTuberとして成功するには、既存の
YouTuberと差別化するための戦略が必要です。こうした戦略の考
え方を「マーケティング」と言い、本講義ではYouTubeという市場
を通してマーケティングの基本的な考え方を学習します。

日常に潜む価格の不思議

　企業は私たち消費者にモノを買ってもらうため、価格について
様々な工夫を凝らしています。例えば、スーパーマーケットではお
得感を出すため、値段を赤色で表示しています。反対に、注目を集
めるため、あえて高額な製品を提供している企業もあります。この
ような価格戦略について、高校生に身近な例を用いて紹介します。

バグバスターズ　チームで挑むPythonプログラミング！
ミッション遂行せよ！

　AIがプログラミングを作る時代において、プログラミングを修正
するスキルは非常に重要です。また、プログラミングを扱う仕事で
はコミュニケーション能力が大事です。本講義は、プログラミング
の修正をグループで体験してもらう模擬講義になります。

ビジネスデータサイエンス超・入門
〜社会を支えるデータ活用〜

　生成AI時代には、データを分析する力だけでなく、結果を読み取
り、次の行動につなげる力が重要です。本講義では、実社会のデー
タ分析事例と分析結果から改善策を検討するワークを通して、ビジ
ネスデータサイエンスを実践的に体験していただきます。

講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目
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学部・学科等 講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等

高校理科から学ぶナノテクノロジー�    

　私たちの生活や地球環境を守るための新素材の開発はナノテクノ
ロジーを駆使して進められています。そこでは高等学校で学ぶ理科
の知識が重要なベースとなっています。新素材開発と高校理科の接
点についていくつかの例を挙げ、高校理科の重要さを紹介します。

聴こえない音：超音波を見る・感じる�  
　さまざまな分野で活躍する超音波の基礎から驚きの性質まで、簡
単なデモ実験やクイズを通して学びます。聴こえない超音波を利用
したスピーカーを体験したり、超音波による気泡発生実験を行った
りします。また、眼に見えないはずの超音波を実験的に可視化した
ビデオを見ながら、波動の性質も理解できるようにします。

放射線と私たちの生活� 物理または化学  

　放射線に関する基礎的な講義です。原子と原子核、放射線の種
類、放射線と放射能の違いなどについて学んだ後、私たちの身の
回りにある放射線の源と放射線が人体に及ぼす影響について学び
ます。また、医療への応用についても述べます。

素粒子と宇宙

　宇宙って何だろう？どのように誕生したのだろう？誰でも一度は
考えたことがあると思います。近年の研究で、宇宙の始まりから現
在の姿にまで、素粒子物理学が深く関与することが明らかになりま
した。そこで、素粒子と宇宙の謎に興味を持つきっかけとなる話を
紹介します。

世の中で最も薄い物質「グラフェン」のはなし�

　炭素原子1個の厚さしかないシート状の結晶をグラフェンと呼び
ます。本講義では、分厚い材料には見られない不思議で魅力的な性
質を持ち、エネルギーやエレクトロニクスなど多方面への応用が期
待されているグラフェンについて解説します。

機械を超小型にするとどのような世界が広がるのだろう？
−マイクロマシン（超小型機械）の紹介−�

　半導体微細加工技術を応用し、マイクロメータ（100万分の1メー
タ）サイズの超小型機械（マイクロマシン）を作製することが話題と
なっています。機械を超小型にすると寸法効果により物理法則が異
なってきます。マイクロマシンの利点、応用分野、製造プロセスに
ついて解説します。

身近にあるナノ／マイクロ構造が
発現する機能� 物理または化学   

　私たちの生活で何気なく利用している製品には驚くほど細かい構
造を持つ部品が使われています。その製造工程について半導体微細
加工を例に紹介します。また、自然界でもさまざまな生物は進化の
過程でナノ・マイクロ構造を得てきました。それらの例を紹介し、科
学への興味を引き出します。

将来のエネルギー選択�  

　エネルギーの安定供給は不可欠なものですが、福島事故、脱炭素、
地球温暖化、ロシアのウクライナ侵攻、パレスチナ・イスラエル紛
争と、取り巻く環境は近年大きく変化しています。この問題を、環境・
経済・安定供給・安全(S+3E)を視点として考えてもらいます。

身のまわりのメカトロニクス技術�  

　私たちの身近にある携帯端末、PC、家電製品などに深く浸透して
いるメカトロニクス技術（電気電子、機械、制御の融合技術）について、
具体例を挙げて簡単に解説します。

「人間工学」の考え方�    

　「人間工学を用いた…」といったフレーズはよく使われますが、実
はその本当の意味についてはあまり知られていません。本講義では、
人間工学の概念である「人の運動や知覚がどのように結びつけられ
工学設計に至るか」を、デモや実験を交えて紹介します。

コンピュータで切り拓く未来材料�   

　強度の高い金属材料を超えるような新しい材料の可能性を、仮想的なコ
ンピュータ（計算機）シミュレーションの方法で探ります。このような計算機
実験の方法では、材料の評価や設計だけでなく、海水や人の流れ、熱の伝
達などの、さまざまな現象を再現することもでき、さらに、実験よりも詳細
なグラフィックスや数値などを見て考えていくこともできます。現在、どの
ような方法を使って、どのような現象が再現できているのかをいくつか示し、
また、これからの発展や今後の研究のポイントなどを紹介します。

身近にある材料を知ろう  
－金属材料を中心に－� 物理・化学   

　鉄、アルミ、銅といった金属などの各種材料が、身近でどのよう
に利用されているか解説します。特に、自転車・自動車や家電など
機械に関連するような金属材料について触れます。また、金属材料
の作り方や使い方、壊れないための工夫などを知ることで材料に興
味を持ってもらえるようお話しします。

太陽光発電の仕組み� 物理     

　太陽光発電の仕組みについて、基本的な発電原理から太陽電池
の製造コストや発電で得られる利益など経済的な話まで広く解説し
ます。講義を聞くことで太陽光発電システムの利点と現時点での課
題などを学ぶことができ、環境問題を考えるきっかけになります。

 は履修していることが望ましい科目
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学部・学科等 講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目

マイクロマシンと医療� 物理基礎  

　マイクロ（100万分の1）メートル級の微小な機械構造をマイクロマ
シンと呼びます。近年では、このマイクロマシンの技術を使用した
小型の医療機器が開発され、医療技術の発展に役立てられています。
本講義では、マイクロマシンの基礎事項や医療機器への応用例を紹
介します。

顕微鏡が拓くミクロの世界� 2年生以上  物理

　顕微鏡は科学技術の発展に多大な貢献を果たし、2014年には新
たな顕微鏡の開発に対して、ノーベル化学賞が贈られました。「顕
微鏡」という言葉からは、レンズを覗いている様子が連想されます
が、電子技術が取り入れられた高度な顕微鏡はそのようなものでは
ありません。顕微鏡発展の歴史に沿い、先端の顕微鏡とその観察
例について概説します。

材料の「強さ」を考える� 3年生  物理   

　私たちの身の回りのモノは、ありとあらゆる材料を組み合わせて
丈夫に作られています。しかし、使い方を間違えたりメンテナンス
を怠ると壊れてしまうことがあるのです。本講義では、材料の強さ
を「量」として扱う学問（材料力学という）の入り口を紹介します。

モノを壊さずに劣化状態を知る技術� 2年生以上  物理

　社会インフラの経年劣化が問題になっています（2012年12月2日
の笹子トンネル内の天井崩落事故など）。本講義では、現在、提案・
実用化されている非破壊検査技術とそれを用いた構造部材の劣化状
態の評価に関する技術について述べます。

からだの中の流れを診る
－機械工学の医療への貢献－�  

　私たちの身の回りでは、さまざまな流れを見ることができます。その中で最
も身近なのに、なかなか見ることができないのは私たち自身のからだの中の流
れ、例えば呼吸による空気の流れや血管内での血液の流れです。このような
流れを見える化したり予測したりすることは、病気が起こる原因の解明や新し
い治療法や医療機器の開発といった観点からとても重要です。そこで本講義
では、からだの中の流れを紹介しながら、それを機械工学的に理解する考え
方や、それを人工臓器や治療機器の開発などに役立てる具体例を紹介します。

流れに関する模型実験 
（その歴史と理論的背景）� 物理基礎   
　自動車や鉄道、航空機といった交通機械の開発と発展の過程で、多くの模
型実験が行われてきました。なぜ大きさが異なる模型を使って、実機で起き
る現象が再現できるのでしょうか？不思議に思うかもしれませんが、これには
力学的な理論と数学が関係しています。本講義では、模型実験の歴史を紹介
しながら、模型実験と実機との間を取り持つ考え方を紹介します。また、実
機実験と模型実験，コンピュータシミュレーションとの関係や、私たちの身の
回りで起こる出来事を力学的・数学的な視点で捉える考え方を紹介します。

身近なところの摩擦や摩耗�

　摩擦・摩耗や潤滑を扱う技術分野を、トライボロジーと言います。
人が歩けるのも地面との摩擦があるからで、摩擦が小さい氷の上で
は歩けません。家電製品や自動車など、身近なところに使われてい
るトライボロジー技術と、その重要性を講義します。

摩擦で発電？静電気で作る発電機� 物理  

　バチっとくる静電気、これは摩擦によってたまった静電気が放電
したものです。この摩擦によって発生する静電気を利用した発電機
ができようとしています。本講義では摩擦発電機について、その原
理・応用について易しく解説します。

ダイヤモンドと超精密・微細加工�

　ダイヤモンドは宝石としてだけではなく工業材料としても幅広く
使用されています。本講義では、ダイヤモンド単結晶の合成法、切
削工具としてスマートフォンのレンズ用金型をnm（100万分の1mm）
単位で超精密・超微細加工する方法について紹介します。

身近になるロボット－ロボットの知能化－�

　ロボットが人に身近な環境で行動するためには、ロボットの知能
化が求められます。本講義では、ロボット知能化のための、カメラ
からの画像や距離センサからの計測データを処理する情報処理技術
やAI（人工知能）技術、関連ロボット技術について紹介します。

動力とエネルギー

　自動車のエンジン、航空機のジェットエンジン、火力発電所のガス
タービンなど、私たちの生活は「動力」そして「動力を発生する機械」
に支えられているといっても過言ではありません。本講義では、蒸気
機関からガソリンエンジン、ディーゼルエンジンの開発の歴史、なら
びに現代の発電所の動力プラントの原理と構造について解説します。
本講義は、高校の『物理基礎』における「さまざまな物理現象とエ
ネルギーの利用」の単元に対応する内容です。

高校の数学・物理と機械工学� 数学B・物理基礎  

　「受験科目に数学と物理は入っているけど、機械工学科に入っても
本当に必要なの？」と思っている人は多いかもしれません。機械工
学科では、主として高校の数学や物理を基礎にして講義がなされま
す。機械工学と高校数学・物理との関連性について、本学システム
理工学部機械工学科の1年次で受講する講義科目を引き合いに出し
て説明します。

超精密加工が実現する電子機器の小型化・高性能化�

　皆さんが普段目にしている携帯電話、液晶ディスプレイ、DVD/
BDプレイヤーなどの光学系電子機器の部品は、超精密加工技術で
作られており、年々、その加工技術の進歩により小型化・高性能化
が進んでいます。本講義では、その超精密加工技術で作られる電子
機器部品の仕組みとその作り方の概要について説明します。

動きを測るセンサの仕組み� 物理・数学Ⅱ  

　モノの動きを測るセンサは意外と身近な機械にも使われていま
す。特に加速度センサは名前を聞いたことがある人も多いでしょう。
センサにもさまざまなタイプがありますが、その中から代表的なも
のをいくつか取り上げて、その動作の仕組みを説明します。
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学部・学科等 講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等

滴や泡を含む流れの予測� 物理

　滴や泡を含む流れは、インクジェットプリンタ、水の沸騰を利用
する発電所、溶けた金属や化学薬品を混ぜる装置など、さまざまな
所で見られます。そのような装置の開発には流れの予測が重要です。
特にコンピュータを使った現象の予測について説明します。

魔法のトライボロジーと不思議な世界�  

　落ち葉が電車の遅延原因になるの？小惑星探査機はやぶさ２が
無事に帰還できるには必要な技術は何だ？明石海峡大橋はなぜ耐
震性能が高い？私たちの身の回りに魔法のトライボロジーがたくさ
ん潜んでいます。その不思議な世界を一緒に探り出してみませんか。

熱輸送の仕組み� 2年生以上  物理・数学Ⅱ（微分）  

　身の回りには熱輸送現象を利用したさまざまな製品が存在しま
す。本講義では、熱移動の形態の1つである熱伝導を対象に、熱が
固体内をどのように伝わるのかを学びます。

ガスタービンと熱流体工学� 物理   

　最新鋭の火力発電所の発電機や航空機用のジェットエンジンに利
用されるガスタービンの動作の仕組み、技術課題や最先端の研究事
例などをわかりやすく説明し、大学で学ぶ機械工学（特に熱工学・流
体工学）との関わりについてお話しします。

生体模倣とロボット� 2年生以上  物理  

　生物の優れた機能や構造を模倣することで、性能や効率を高める
技術が注目されています。本講義では、この生体模倣技術とそれを
ロボットへ応用した技術について紹介します。

数独を科学する：
数理と計算で解き明かす問題解決�  

　計算機が数独をどう解くのか、そのしくみを紹介します。問題の
特徴を見抜き、条件を数式として表すことで高速に解けることを楽
しく学びます。

電気を使った身近なシステムを考えよう 
（電気自動車を例に）�
　電気は身近なもので、使えて当たり前というイメージがあります。
2018年の台風や北海道地震の際に大規模な停電が発生しました。
実はさまざまな技術が電気を便利に使える状態を支えています。本
講義では電気の発電、供給といったところから、電気自動車など、
使用されるところまでについて解説します。

未来のエネルギーを考える
（水素や金属を用いた再生可能なエネルギー）�  

　近年、地球環境にやさしく再生可能なエネルギーが注目されてい
ます。水素などを利用する燃料電池と期待される金属空気電池の発
電の仕組みや、それらの自動車などへの応用について講義します。
未来の循環型社会での発電を終えた金属のリサイクル方法につい
ても紹介します。

あいまいな情報をあやつる 
−ロボットに心を持たせることができるか？−�  

　ロボットやコンピュータが人間と同じような感覚や感情を持ち、人
間と自然なコミュニケーションをとるためには、人間特有のあいまい
で複雑な情報をうまく処理する仕組みが必要です。本講義では、ファ
ジィ理論を用いて、あいまいな情報を処理する方法を学びます。

ホログラムと3次元立体画像
－お札に見る未来の映像技術－� 2年生以上  物理基礎・物理

 
　新しい紙幣には3Dホログラムが使われるようになりました。この
技術は、未来の立体映像技術でもあります。紙幣のホログラムより
はるかに進んだホログラム技術を見てみましょう。

最先端の音声・音響技術の仕組みを学ぼう！�

　最先端の音声・音響技術に関して図を用いながらわかりやすく解
説します。音声認識技術（人工知能）やノイズキャンセリング技術（信
号処理）、さらには立体音響技術について幅広く最先端の音の世界
について紹介します。

 は履修していることが望ましい科目
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詳細はこちら

New!

2026年4月、システム理工学部に
「グリーンエレクトロニクス工学科」が

 新しく誕生します。
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学部・学科等 講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目

日本の歴史と文化－住宅・建築史をめぐって－

　建築、住空間の変遷をもとに、日本の歴史・文化の特質について
考えます。

地震と建築�

　世界有数の「地震国」である日本にあって、建築構造の技術は、建物
を地震被害から守ることを主要な課題として発展してきました。日本
における過去の地震被害と将来の地震リスク、そして、それに備えて建
物の安全性を高めるためのさまざまな技術についてお話しします。

近代建築の保存と活用�

　近年、赤レンガの洋館やレトロな町屋を改造し、新築の建物とは
異なる、歴史を感じられる空間が楽しい博物館やお店が増えていま
す。「生きた建築遺産」としての近代建築の特徴や見どころ、保存・
活用の方法を事例を示して解説します。

気候変動で都市の未来はどうなる!?
－都市水害と熱中症のリスクを考える－�  

　気候変動から気候危機へ。都市の未来はどうなってしまうのか。
最新の科学的知見に基づく、豪雨や熱波の頻度や規模の変化、都
市生活への影響について解説します。身近な都市水害や熱中症を
例に気候変動リスクへの対処方法について一緒に考えましょう。

人と環境のあるべき姿とは？
－SDGsの本質から考える未来－�    

 

　人と環境はどのような関係にあるべきなのでしょうか。なぜSDGs
が掲げられているのでしょうか。これまでの環境政策を振り返りな
がら、人と環境の関係性を考え、SDGsの重要性と持続可能な社会
を実現するために私たちが何をすべきかを一緒に考えていきます。

都市空間の3Dによる見える化�  

　私たちが生活する都市空間は道路、河川、ライフラインなどの社
会基盤施設で構成されます。そして、私たちは、都市空間を移動し
たり利用したりします。これらの都市の空間と人々の活動を情報シス
テムによって3Dで可視化する方法を講義します。

技術者不足と社会の安全・安心�  

　理系離れや技術者不足が叫ばれる中、我々の社会を支えるトンネ
ル、橋などの社会基盤施設はどのようにして安全に保たれているの
でしょうか。これらは、多くの技術者により支えられ安全を保ってい
ます。技術者不足により我々の生活はどうなるのか考えてみましょう。

コンクリート構造物は、絶対に壊れないの？
安全なの？�  

　コンクリート構造物は建設後、何のケアも必要ない永久構造物で
はありません。構造物の老朽化や維持管理経費の確保、技術者不足
が問題となっている今、皆さんの生活の安全・安心にも関わる、構
造物の社会貢献や環境への配慮、課題について学びましょう。

社会を支える材料、
セメントとコンクリート、何が違うの？　�   

　セメントとコンクリートは何が違い、何で作られ、どのような種
類、機能があるのか？社会におけるごみ処理やエネルギー問題にも
関連するセメントやコンクリートの社会貢献や環境配慮、幅広い用
途、二酸化炭素排出問題への影響などについて学びましょう。

地球温暖化ガスを分ける・活用する�    
　近年、夏の厳しい暑さや紅葉時期の遅れなど、日本の季節感に変
化が表れています。これらは地球温暖化の影響かもしれません。本
講義では、温室効果ガスである二酸化炭素を効率よく分離し、再資
源化して有効利用する方法を学びます。

省エネルギー・新エネルギーと私たちの暮らし�

　これからの時代は、限りある資源を有効に使う必要があります。
本講義では、私たちの暮らしの中で実践できる省エネルギーについ
て、具体的な数値を挙げながら説明します。また、石油などの化石
燃料に代わる、技術的に実用段階に達しつつある新エネルギーにつ
いて概説します。

分子でつくるレゴブロック「金属有機構造体」�  
　2025年ノーベル化学賞で広く知られるようになった金属有機構
造体（MOF）。本講義では、分子をレゴブロックのように組み立てて
できるMOFの基礎から応用までの開発最前線について学びます。

ナノスケールの空間を化学する�    
　ナノテクノロジーは持続可能な社会を実現するためのキーテクノ
ロジーです。ナノスケール（10億分の1メートル）の空間における分子
は常識では考えられない振る舞いを示します。このようなナノ空間を
活用することで、エネルギー・環境の諸問題の解決に貢献すること
ができます。本講義では、エネルギー・環境分野におけるナノ空間
材料の役割を紹介します。
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セミナー  「関大の知にふれる」

学部・学科等 講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等

私たちの社会を支える膜分離技術�     

　私たちの身の回りに溢れるさまざまな製品の素材を製造する化学
産業は、もっともエネルギーを消費する産業です。中でも、混合物
から目的とする物質だけを取り出したり、不純物を取り除く分離操作
で大量のエネルギーが消費されています。本講義では、持続可能な
社会を実現する省エネ技術として期待されている膜分離技術につい
て学びます。

身近な生活の中にある化学工学�      

　私たちは果物を煮詰めて水分を『蒸発』させてジャムを作ったり、
発酵から得られたアルコール水溶液を『蒸留』して蒸留酒を作った
りします。茶葉やコーヒー豆からは美味、香り成分を『抽出』してお
茶やコーヒーを淹れます。使った食器は洗った後に『乾燥』させます。
これらの工程は化学プラントを設計する上でも重要な操作の一つ一
つであり、大学では『化学工学』という科目で勉強します。

私たちの暮らしを支えるゼオライト�     

　持続可能な開発目標（SDGs）では、17のゴールに向けて169の目
標が設定され、国際的に「低炭素社会」「循環型社会」形成を目指
しています。本講義では、生活分野、自動車分野、環境分野、化学
分野で私たちの生活を支えている材料「ゼオライト」を学びます。

再生可能エネルギーの選択肢：
バイオマスの現状と課題�

　現在の日本のエネルギー事情について簡単に説明し、石油などの
化石資源に代わる資源として注目されているバイオマスの特徴を解
説し、身近にあるバイオマスがどのようにしてエネルギー（電気、熱、
ガス）に変わるかについての現状を問題点も含めて講義します。
� 〈4月～9月出講不可〉

持続可能な未来への一歩
～バイオ炭のエネルギー・環境分野への応用～�  

　「炭」は古くさいイメージがあります。でも、原料を選んで、作り
方を工夫すれば、CO2の排出を大きく削減できるエネルギー、環境
を良くする材料へとアップグレードできます。「炭」が持つ能力のアッ
プグレードの方法、利用方法について解説します。
� 〈4月～9月出講不可〉

 は履修していることが望ましい科目
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学部・学科等 講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目

次世代太陽電池の試作�

　次世代太陽電池と言われている色素増感太陽電池を、ブルーベ
リージュースなどを用いて試作してもらい、その理論を簡単に学ぶと
ともに、化学者のアイデアが環境・エネルギー問題に大きく貢献し
ていることを知ってもらいます。本学学内でのみ実施可能です。
� 〈学内開催のみ〉

SDGsに挑む人工光合成�   

　現在、大気中のCO２濃度増大による気候変動や、石油などがなく
なる資源枯渇が問題になっています。これらの問題の解決方法の一
つとして研究されている「人工光合成」について、どのようなものか、
どこまで研究が進んでいるのかお話しします。

QOLも向上、究極の医療用金属・無機材料�

　我々の体の中に“金属”は存在しません。体の中に入れると“異物”と
認識されます。しかし、体内埋入用デバイスの約80%は金属ででき
ています。なぜ、金属材料が多用されるのか、体になじませる工夫、
さらには治癒を促進させる新技術について解説します。

有機化学の切り拓く未来～身近な有機分子や
エネルギー・環境問題を解決する化学反応～� 化学  

  
　皆さんのまわりには有機分子があふれかえっています。知らず知
らずのうちに有機分子を吸い込み、食べ、眺めています。本講義で
は、有機分子がいかに皆さんの生活に浸透し、なくてはならないも
のであるかについて学ぶとともに、有機化学が切り拓く未来につい
てお話しします。

関大メディカルポリマー 
（KUMP）で拓く新しい医療� 2年生以上  化学  

　本学で開発された医療用の高分子材料（関大メディカルポリ
マー：KUMP）は、医学と工学の境界領域から明日の医療を変えてい
きます。特に体の中で無毒な成分に分解し、まわりの環境で性質を
変える「賢い」ポリマー（スマートポリマー）を使った新しい医療の方
法について解説します。

ナノの世界へようこそ 
－エレクトロニクス・医療・環境浄化を支える“ナノ化学”－�

　「環境・エネルギー」「ヘルスケア」「エレクトロニクス」分野で革新
を生むナノ物質（ナノ＝10-9m）。本講義では、サイズが変える物質の
ふるまいと、その応用につながる化学のしくみを紹介します。

日用品にひそむ科学 
－洗剤・化粧品・塗料を“ミクロ視点”で解き明かす－� 化学     

　洗剤・化粧品・塗料は、水や油、固体粒子が混ざった“多成分の
材料”です。それらを安定に混ぜ合わせ、機能的に仕上げるには、
水と油、固体の境目で起こる「界面の化学」を理解することが不可
欠です。身近な日用品の仕組みをミクロの視点で解説します。

健康や環境にゼリーで挑む
－大量に水を含む高分子ヒドロゲルの科学－� 化学   

　高分子ヒドロゲルは高分子鎖が多量の水を含んで膨潤した物質で
す。高分子ヒドロゲルは取り込んだ水を長時間保持することができる
ため、砂漠の緑化への応用が検討されています。また、温度などによっ
て含んだ水を吐き出す刺激応答性ヒドロゲルも作られており、薬を放
出する医薬への応用も展開されています。本講義では、最新の高分子
ヒドロゲルについて紹介します。

超高性能な半導体を作成するために必要な 
超簡単な化学反応について�

　携帯電話、パソコン、インターネット、自動運転自動車、さらには
会話可能なロボットなど、IT革命により電子機器類が劇的に進歩を
遂げ、これからも進化しようとしています。それら電子機器類の頭脳
部に相当するのが半導体です。その半導体の作成には、化学の知識
と材料が必要不可欠で、そのような化学材料は電子材料と呼ばれま
す。本講義では、いい仕事をしてくれる電子材料について解説します。

私たちの生活の中でのセラミックス�  

　もともとは瀬戸物・焼き物であったセラミックスは、この100年の
間に大きい変貌を遂げ、今日では自動車、携帯電話、ファンデーショ
ン、人工骨など、先端技術のあらゆる分野で活躍しており、しかも
私たちの生活の中にしっかりと根を下ろしています。これらセラミッ
クスの活躍について紹介します。

環境調和型社会を支えるニッケル
－水素電池� 化学  

　充電して繰り返し使える電池「二次電池」は今や私たちの生活に
はなくてはならないものです。本講義では、ハイブリッドカーや、充
電可能な単三、単四型電池などで使われる、日本で初めて商用化さ
れた二次電池「ニッケル－水素電池」について学びます。

未来を切り拓く水素エネルギーシステム�

　化石燃料の大量消費に伴う地球温暖化や福島第一原子力発電所
事故などは、これからのエネルギーを今私たちが真剣に考えなけれ
ばならないことを示しています。本講義では、実用化されつつある次
世代のエネルギー「水素エネルギー」について学びます。

グリーントランスフォーメーション（GX）に
貢献する窒素を活用したプラズマ窒化処理�   

　身の回りの金属材料には、自動車や鉄道車両など回転運動をした
り大きな荷重を支えたりする部品があり、部品の材料表面が摩耗し
ないようにする必要があります。その一例としてプラズマ窒化処理
があり、炭素を用いないため温室効果ガスの排出削減に繋がります。

世界が注目する金属３Ｄプリンターによる 
モノづくり�  

　従来の3Dプリンターは樹脂材料が主流でしたが、金属3Dプリン
ターは金属の粉末を材料とするため、医療分野をはじめ、自動車や
航空機など、新しい産業分野への利用も期待されています。近年製
造業界で注目を集めている金属3Dプリンターの技術について紹介
します。
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色の世界を楽しむ� 2年生以上  化学

　シリカゲルのように水にふれると色が変化するもの、リトマス試験
紙やフェノールフタレインのように酸や塩基（アルカリ）を加えると色
が変化するものなど、身の回りを見渡せば色が変化する物質がたく
さんあります。これらの色の変化は化合物の構造が変化（化学変化）
することで起こります。本講義では、色の変化を実際に体験しなが
ら学びます。

化学・物質が担う省エネと安全・安心  
－マテリアル編－�

　高校で習う化学が大学でどのように発展し、私たちの生活とどの
ように関係しているかについて講義をします。「自動車と電車のどち
らが省エネ？」、「身近な製品に毒性物質が含まれている？」、「安心・
安全とは“今”ではなく“いつまで”が重要」の３つをテーマとし、各技
術の概要と化学との関連を説明します。

天然に倣う高分子合成と応用�   

　生体分子をはじめとした天然由来高分子は、その構造に基づき精
密且つ高度な機能を発現します。本講義では、このような天然分子
に倣い、優れた機能を有する高分子を人工的に合成する手法を学び、
我々の生活とどのような関わりがあるかを説明します。

「くすり」の仕組み 
－科学の力で薬を創る－� 2年生以上  化学    

　病気を治療する医薬品は、物理学、化学、生物学などの科学技
術を結集して創り出されます。医薬品となる化合物を合成する技術
や、それらから医薬品の候補となる化合物の生理活性を評価する技
術は、大学で学ぶことができる有機化学や生化学が基盤となってい
ます。皆さんの身近にある医薬品を通じて、化学や生物といった理
科系科目の学習や研究の重要性について紹介します。

食生活と健康の関係 －食品に求められる健康機能－�

　私たちの食生活は食糧不足から、復興期、高度経済成長期を経て、
欧米化が進み、現在の形態に落ち着きました。また食生活の変化と
ともに、死因別死亡率も大きく変わりました。本講義では、食生活
と病気の関係について説明し、近年食品に求められている健康機能
性を紹介します。

微生物と環境修復 
－微生物の秘められた可能性をもとめて－� 2年生以上  生物基礎  

　微生物は、天然有機化合物を分解し、生きるのに必要なエネルギー
や細胞成分を獲得することから、分解者と呼ばれています。近年、
人工化合物も分解できる微生物が見つかり、「便利屋さん」として期
待されています。本講義では「便利屋さん」としての能力とその利
用法を解説します。

殺菌・除菌・洗浄
－微生物は本当に怖いの？－� 2年生以上  生物基礎  

　微生物が繁殖すると不潔に感じます。その一部には病原菌も含ま
れます。身近な環境で微生物がどの程度生息しているのか、それら
の特徴を示しながら説明します。最新の微生物検出法や殺菌法もわ
かりやすく解説し、克服できない微生物制御の課題もお話しします。

微生物の力で健康を守る －乳酸菌のはたらき－�

　腸内には100兆個を超える細菌がすみ、私たちの健康に大きく関
わっています。中でも腸内ではたらく乳酸菌などのプロバイオティク
スに注目し、その役割と健康への応用研究を紹介します。

微生物の優れた能力と未知なる可能性

　微生物には、感染症や食中毒など人にとって悪い働きをするもの
がいますが、食品・医薬品・エネルギー生産や環境浄化に関与する、
人や環境にとって良い働きをするものもいます。微小な生物達の魅
力とそれらの能力を利用した技術や製品を紹介します。

植物の細胞分裂を観る� 3年生  生物

　細胞分裂は、有糸分裂とそれに続く細胞質の分裂によって行われ
ます。有糸分裂の仕組みは動物細胞と植物細胞でよく似ていますが、
植物の細胞質分裂の仕組みは、動物とは大きく違います。本講義で
は、植物の細胞分裂の仕組みと、それを観察するための方法を紹介
しながら解説します。

みんなが持っている体内時計って？

　朝に目覚め、夜に眠る、海外旅行の際に時差ボケになる、といっ
た経験から、私たちの体に備わっている体内時計を実感したことが
あるかと思います。このセミナーでは、体内時計が外界の明暗周期
ではなく、生体が自律的に生み出すことと、その重要性についてお
話しします。

学部・学科等 講 義 テ ー マ・講 義 概 要・対 象 学 年 等  は履修していることが望ましい科目

化
学
生
命
工
学
部
／
生
命
・
生
物
工
学
科

化
学
生
命
工
学
部
／
化
学
・
物
質
工
学
科

セミナー  「関大の知にふれる」
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春学期：2026年4月 6 日〜2026年7月15日
秋学期：2026年9月24日〜2027年1月20日
※詳細はオリエンテーションでお知らせします。

キャンパス 学　　部　　等

千里山
法学部、文学部、外国語学部
システム理工学部、化学生命工学部

高槻ミューズ 社会安全学部

時間割 時　　間
第3時限 13：00〜14：30 土曜日のみ
第4時限 14：40〜16：10 土曜日のみ
第5時限 16：20〜17：50 月〜金曜日

無料（テキスト代・交通費は自己負担）

春学期：2026年3月5日（木）〔締切日必着〕
秋学期：2026年9月1日（火）〔締切日必着〕

　本学（千里山キャンパス・高槻ミューズキャンパス）で春学期または秋学期に開講される15回（毎週1回）の大学の
講義（90分）を、本学学生と一緒に高校生が受講できるプログラムです。大学キャンパス内で「生」の講義の雰囲気
や緊張感を実感するとともに、長期間（約4ヶ月）にわたる継続的な大学での「学び」を体験することにより、進学
意識を高めたり、学習意欲をさらに向上させることを目的としています。
※�本セミナーは、1回限りの講義を体験していただくものではなく、継続して出席できる方を対象としています。
※本学では、2026年度より15回授業のうちオンデマンド配信授業を1回実施する新しい授業形態となりました。

受講期間

開講学部等

授業時間

受講料

「関大の講義に学ぶ」

お申込み
締 切 日

講 義 体 験 型 プ ロ グ ラ ムセミナー
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募集から実施までの流れ

受講希望者の募集

高等学校単位でのお申込みとなります。受講希望者に受講申込書※を配布し、必要事項の記入もれがないか確認の
うえ、取りまとめください。
受講希望科目が定員超過の場合は、申込理由などの内容で受講可否を判断しますので、明確に記入するようご指
導ください。

お申込み

受講申込書表紙※と受講申込書を「関西大学 高大連携センター」宛に郵送もしくはメールでお送りください
（FAX不可）。

受入可否の連絡

高等学校宛に受入可否をご連絡します。受講定員は、原則各科目の本学学生履修者数の1割程度（一部の科目につ
いてはあらかじめ定員を設定）です。また、受講可の場合は手続書類を送付しますので、受講生に配布してください。�
ただし、春学期開講分は、本センターから受講生に郵送します。

オリエンテーションの開催

各学期ともに受講開始日前にオリエンテーションを開催します。受講する際の注意事項などをご説明するほか、
図書館やキャンパス内もご案内しますので、安心して受講いただけます。

セミナーの受講

全日程の3分の2以上出席し、所定の成果を修めた受講生には「修了証明書」を発行します（大学の単位を認定する
ものではありません）。各科目とも原則15回の実施ですが、警報発令や交通機関などの事情により休講する場合が
あります。修了証明書は実施した授業回数と出席回数にもとづいて発行します。

修了証明書発行の目安
授業回数 15 14 13
出席回数 10 10 9

Step2

Step3

Step4

Step5

Step1

□ �本セミナーは約４ヶ月間受講するキャンパスへ出向き、継続して出席する必要があります（15回のうち1回はオンデ
マンド配信授業）。受講希望科目の受講条件を確認してください。

□ �自宅または高等学校から、受講するキャンパスへの通学にかかる時間（移動時間）と講義開始時間を確認してください。
もし毎回の講義において、開始時間に間に合わない可能性がある場合は、あらかじめ高等学校を通じて本センターま
でお問い合わせください。

□ �交通費やテキスト代は自己負担となります。インターネットに接続し、講義で使用する教材を印刷したうえで、講義
に出席することが求められる場合もあります。

□ �本パンフレットに掲載の講義概要は、本学のシラバス（講義要項）2025年度版から抜粋しているため、変更が生じる
場合があります。実際の講義概要については、本学のホームページから2026年度のシラバスを確認してください。

CHECK! （お申込み前に生徒の方にご確認ください）

※各申込書類は本センターホームページからダウンロードしてください。
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セミナー  「関大の講義に学ぶ」

開講学部・学科等 科目名
※は定員、受講条件を表します。

講　義　概　要
（※2025年度のシラバス抜粋）

学期 曜日・時限

法 学 部
法 学 政 治 学 科

現代政治論1

　政治学的な知識と分析視角を一旦修得すれば、政治に関する知識やイ
メージが一面的で確かな根拠に基づかない性質のものであることが理解
できるようになります。 現代政治のリアリティを複眼的・体系的にと
らえていく上で、政治学の学習は大変有意義です。政治学系の入門科目
ですが、政治学の有用性や面白さを伝えることができれば幸いです。

春 火曜日・5限

※受講条件：教科書を購入し、事前に指定箇所に目を通すこと

現代政治論2

　政治学的な知識と分析視角を一旦修得すれば、政治に関する知識やイ
メージが一面的で確かな根拠に基づかない性質のものであることが理解
できるようになります。 現代政治のリアリティを複眼的・体系的にと
らえていく上で、政治学の学習は大変有意義です。政治学系の入門科目
ですが、政治学の有用性や面白さを伝えることができれば幸いです。政
治を規定する思想や歴史という枠組みや、国際社会という環境に焦点を
当て、解説を行っていきます。

秋 火曜日・5限

アメリカの政治

　What is the principle and the system of the United States, which 
greatly influences the global situation? This lecture focuses on 
the domestic politics of the United States and aims to deepen our 
knowledge about the political system, policy implementation, as 
well as the political challenges. Through case studies involving the 
confrontation over the fundamental values, the lecture provides some 
clues to understanding the US society.　※英語での授業となります。

秋 水曜日・5限

文 学 部
総 合 人 文 学 科
英米文学英語学専修

知へのパスポートａ
（英米文学英語学）

　３人の教員によるリレー授業で、アメリカ文学、日英比較文学、イギ
リス文学の３領域についてそれぞれ５回ずつ実施することにより各専門
領域への導入とします。 春 月曜日・5限

※受講条件：継続的に出席し、積極的に授業に参加すること

文 学 部
総 合 人 文 学 科
英 米 文 化 専 修

知へのパスポートａ
（英米文化）

　In this course, students will explore contemporary American society 
through scenes from American movies such as John Q, Forrest Gump, 
and Philadelphia. While developing their skills in English through in-
class discussion, teamwork, and short writing assignments, students 
will learn how to tackle such cultural issues as ethnicity, gender roles, 
and corporate culture.

春 木曜日・5限

知へのパスポートｂ
（英米文化）

　『ハリー・ポッター』シリーズの分析とディスカッションを通じて、
人種と動物についての考えがどのように交わり合っているかを学び、小
説や映画を批評的に検討して論じる能力を身につけます。関大LMSを
通じて講義の理解や自習した内容を記録し（学習ログ）、ディスカッショ
ンの後には報告し（リアクション・ペーパー）、最終的に『ハリー・ポッ
ター』を分析したエッセイ／小論文を書いてもらいます。

秋 木曜日・5限

文 学 部
総 合 人 文 学 科
国語国文学専修

学びの扉
（国語国文学）

　日本語や日本文学を題材として、日本人のこころや日本文化のありさ
まについて学びます。高等学校で学ぶ「現代国語」や「古文」とは違っ
た、国語学（日本語学）研究と日本文学研究の「方法」と「たのしさ」を
紹介していきます。

春 火曜日・5限

秋 火曜日・5限

★日程（曜日・時限）・講義概要などが変更になる場合があります。

【第5時限】16：20 〜 17：50
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★日程（曜日・時限）・講義概要などが変更になる場合があります。

開講学部・学科等 科目名
※は定員、受講条件を表します。

講　義　概　要
（※2025年度のシラバス抜粋）

学期 曜日・時限

文 学 部
総 合 人 文 学 科
ヨーロッパ文化専修

学びの扉
（ヨーロッパ文化）

　フランスを中心としたロマンス語圏、およびドイツを中心としたゲル
マン語圏に軸足を置きながら英語圏の文化も視野に入れてヨーロッパを
見ていきます。横文字・アルファベットを操る人たちがどのような文化
を築いてきたか、そして現代においてどのような問題を抱えているかを
ぜひここで探ってみてください。

春 火曜日・5限

秋 火曜日・5限

文 学 部
総 合 人 文 学 科
日本史・文化遺産学専修

学びの扉
（日本史・文化遺産学）

　日本史・文化遺産学のエッセンスを知るための入門講義です。日本史
学は、考古学が対象とする原始時代からはじまり、昭和・平成を含む近
現代までにいたる、ヒトとモノに関わるすべてのことを学びます。文化
遺産学は、人類の活動によって生み出された有形・無形の文化的創造物
を学ぶもので、とくに日本・沖縄・朝鮮などの文化遺産を中心に学習し
ます。日本史・文化遺産学の概要と専修の紹介や、各専門分野から、ホッ
トな話題を取り上げながら、最新の研究状況について講義します。

秋 火曜日・5限

文 学 部
総 合 人 文 学 科
教 育 文 化 専 修

学びの扉
（教育文化）

　教育文化専修では、乳児から高齢者まであらゆる人に対して、社会の
あらゆる場所で行われている教育や人の成長をフィールドワークやデー
タ分析を行うことで、思想的な背景を探求したり多面的に理解すること
を追求します。多様な価値観が大切にされる現代社会で行われる教育や
その背景にある文化や歴史について学習し、研究する醍醐味を、存分に
味わっていただきます。

秋 金曜日・5限

文 学 部
総 合 人 文 学 科
初等教育学専修

学びの扉
（初等教育学）

　初等教育学の基礎理論について、学校や地域で生起している具体的な
事例と関連づけながら体系的に学修することを通して、学校教育の役割
と教職の概要を理解します。 春 火曜日・5限

※受講条件：・テキスト1冊購入
　　　　　　・スマートフォン、タブレットPC などインターネットに接続できる機器を持参すること

文 学 部
総 合 人 文 学 科
心 理 学 専 修

学びの扉
（心理学）

※受講定員：3名

　心理学とはどのような学問なのか、心理学の研究はどのように行われ
ているのか、そして、心理学を学ぶことにはどのような意義があるのか
を理解するため、専修に所属する教員が専門としている研究の一端を概
説していきます。

秋 金曜日・5限

※受講条件：遅刻・欠席・早退・受講辞退をしないこと

文 学 部
総 合 人 文 学 科
表 象 文 化 専 修

学びの扉
（表象文化）

　表象文化専修の入門講義です。表象文化専修は何を学ぶところか、専
修所属の各教員はどのような研究を行い、それがどのように授業に反映
されているか、専修の先輩は学生時代どのような研究テーマを扱い、社
会で活躍しているかなどについて、概説します。

春 火曜日・5限

秋 火曜日・5限

文 学 部
総 合 人 文 学 科
アジア文化専修

学びの扉
（アジア文化）

　アジアの思想と文化、歴史と習俗、宗教と文学などを幅広く学びます。
特に、アジア文化と日本の関連について注意していきます。アジアの中
でも中国・韓国（朝鮮）・日本の東アジアを重点的に扱い、さらに東南ア
ジア・インド地域についても言及します。

春 火曜日・5限

秋 火曜日・5限

【第5時限】16：20 〜 17：50
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セミナー  「関大の講義に学ぶ」 ★日程（曜日・時限）・講義概要などが変更になる場合があります。

開講学部・学科等 科目名
※は定員、受講条件を表します。

講　義　概　要
（※2025年度のシラバス抜粋）

学期 曜日・時限

文 学 部
総 合 人 文 学 科

総合人文基礎講義
（人文学とは何か）

　人文学を学ぶ意義を学ぶことを目的とします。まずは人文学が成立し
た歴史をたどり、人文学の諸領域（哲学・歴史学・宗教学・文学・芸術・
教育学など）のそれぞれの特徴と、人文学としてそれらの諸領域を学ぶ
意義について論じます。これから皆さんが文学部で学ぶ諸学問がどのよ
うな意義を有しているかを考察します。さらに受講生が人文学を学ぶ意
義を主体的に身につけることができるようにディスカッションやグルー
プワークを行います。

春 水曜日・5限

総合人文基礎講義
（20世紀から現代社会を考える）

　20世紀という時代は、私たちが立っている地面の表層を形成し、現
在に直接つながっている諸事象です。本講義では20世紀を理解するた
めの3つのテーマに沿って、知っておくべき知識を確認し、それら諸事
象に対して人間がどのように格闘してきたかを論じます。

春 水曜日・5限

総合人文基礎講義
（文化接触・文化衝突）

　文化接触・文化衝突をキーワードとして、さまざまな事象を、さまざ
まな角度から検討し、総合人文学の方法を考えます。とくに言語・文学・
社会のそれぞれを日本と中国、日本と西欧との関係の中で、どのような
接触・衝突があって、どのような変化の要因となったかを、いくつかの
ケーススタディーとして提示することによって、総合人文学という枠組
のなかで、どのように位置づけられるかを考えます。

秋 水曜日・5限

総合人文基礎講義
（ジェンダーで学ぶ総合人文学）

　文学部における多様な学びをジェンダーとセクシュアリティの視点か
らより豊かに、より深く理解し考察するための基本的な概念や枠組み、
分析方法や研究対象について学ぶことを目指します。 

秋 水曜日・5限

外 国 語 学 部
外 国 語 学 科 地域文化入門

　スタディー・アブロード対象地域の地域文化を含む、世界の様々な地
域のことばや文化について理解を深めます。英語圏/中国語圏だけでは
なく、東アジア、ユーラシア、ヨーロッパの各地域文化について、多言
語多文化共生時代を見据えた、幅広い知識を提供します。 
※一部英語での授業となります。

春 金曜日・5限

社会安全学部
安全マネジメント学科

高槻ミューズ
キャンパス開講

リスク評価法
　日常生活におけるさまざまなリスクを評価する考え方や手法を取り扱
います。自然災害や事故、薬物など、分野によってリスクの考え方や捉
え方は異なりますが、それぞれの考え方を比較しつつ、包括的に学びます。

春 金曜日・5限

地盤災害論
　土木工学分野を構成する重要な分野の1つである「地盤力学（土質力
学）」の基礎知識について解説し、地盤災害の発生メカニズムからその
対策までを考えます。

秋 月曜日・5限

システム理工学部
電気電子情報工学科

基礎プログラミング
※受講定員：10名

　コンピュータをプログラムするための基礎的な概念を学習し、実際の
プログラム作成を通してプログラミング技術の習得を行います。携帯用
機器からスーパーコンピュータまでカバーし、現在実用的に用いられて
いるさまざまなプログラミング言語の元祖でもあるＣ言語を学習します。

秋 金曜日・5限

※受講条件：
・インターネットに接続したWindowsパソコンが自宅にあり、自宅学習が可能なこと
・WindowsやWordなどの基本的なパソコン操作ができること
・毎回演習を行うため、積極的に演習に取り組む姿勢があること
・欠席すると講義内容についていけなくなることがあるため、原則として全回出席できること

【第5時限】16：20 〜 17：50



42

関
大
の
講
義
に
学
ぶ

開講学部・学科等 科目名
※は定員、受講条件を表します。

講　義　概　要
（※2025年度のシラバス抜粋）

学期 曜日・時限

化学生命工学部
生命・生物工学科

食品衛生学

　食品衛生に関わる基本的な事項を解説して基礎的な知識を紹介しま
す。これまでヒトが経験的に使っていた食品衛生に関わる「技術」や過
去の「食」にまつわる事故についても解説します。食料の一次生産から
流通・加工・調理、さらにヒトが摂取するまでの各過程を科学的に分析
し、現状の問題点や将来の食品の安全確保への方法と対策を考える情報
を提供します。

秋 月曜日・5限

※受講条件：生物基礎を履修している（履修中・履修済）2年生以上の生徒



43

無料（交通費・見学や実習に関わる費用は自己負担）受 講 料

「関大の研究を体験する」

募集から実施までの流れ

受講希望者の募集

本センターのホームページで周知するとともに、高等学校へチラシを送付します。高等学校で、できるだけたく
さんの生徒の方の目に触れるよう、是非、掲示をお願いします（生徒の方への参加の呼びかけもお願いします）。

お申込み

申込締切日までに、ホームページ上の所定の申込みフォームからお申込みください。
生徒の方から直接お申込みいただきますようお願いします。

セミナー実施に関する連絡

受講に関する連絡等は、直接お申込者（生徒の方）に行います。

セミナーの実施

Step2

Step3

Step4

Step1

公 開 講 座 型 プ ロ グ ラ ム

　高校生を対象に、高校の授業内容と大学の授業内容や研究内容の繋がりを提示しながら、それぞれの専門分野で
扱う学問を紹介します。オープンキャンパスで実施する将来進学する志望学部・学科選択の参考となるようなプロ
グラムとは異なり、実際の「大学の学び」や「研究」により深くふれることのできるセミナーです。
　詳細は高等学校へ送付するチラシや本センターのホームページで随時お知らせします。

セミナー
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2025年度「関大の研究を体験する」実施一覧

関
大
の
研
究
を
体
験
す
る

そ
の
他
の
高
大
連
携
事
業
に
つ
い
て

その他の高大連携事業について

学校インターンシップ
プログラム

　大阪府教育委員会をはじめ本学と連携協定を結ぶ近隣の各教育委員会のご協力のも
と、本学学生を学校現場（高等学校・中学校・小学校・幼稚園・支援学校）へ派遣する
プログラムです。日常的な業務のほか、教育活動補助などを幅広く実地体験させてい
ただくことを通して、本学学生が自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社
会意識の向上につなげることを目的としています。
　詳細は各学校園・教育委員会へ送付するパンフレットにてお知らせします。

教職員対象研修講座

　現職の教職員の方々を対象に、これから改革されてゆく高大接続のあり方を視野に
入れつつ、指導力・専門的資質の向上を図っていただくことを目的とした各種研修講
座を開講しています。夏季休業期間を中心とした研修プログラムや、今後求められる
教育スキルや学習方法の体得・担当教科に関する新知見の学習、教養の充実を目的と
したプログラムを展開しています。

そ　の　他

　小・中学生を対象に、さまざまな理科実験を体験できる「サイエンスセミナー」を毎
年夏休みに開催しています。
　また、教育委員会が実施する学校支援ボランティア活動に本学学生を派遣すること
で、地域社会との連携や取組みを展開しています。

※�各事業については、裏表紙記載の本センターのホームページをご覧ください。

6月 11月
2025年度
「研究を
体験する」



関大の研究を体験する　公開講座型プログラム高校生

5テーマ　169名参加

　高大連携センターが企画立案し、ひとつのテーマにたいして複数の学問分野からアプローチする取組みで、一度に複数学
部の教員の講義を受けることができます。
　それに加えて、以下の学力の3要素（※）、とくに②を意識した内容を盛り込むことで、高校生が考えることのおもしろさに気
づく機会を提供できればと考えています。
①十分な知識・技能。　　
②それらを基盤にして、答えが一つに定まらない問題に自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力。
③これらの基になる、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度。
（※）高大接続システム改革会議中間まとめ

センター
企画とは

実施日 人数テーマ
【システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部】理工系学部の学びを体験してみよう！

【センター企画】高校生のための心理学入門

【センター企画】推し活について考えてみよう！

【社会安全学部】人々の安全を科学する─触れ、試し、学際的に学ぶ─

【システム理工学部】Javaプログラミング体験～ゲームプログラミングを通じて数学・物理・情報の技術を学ぶ～

6月7日、14日、21日

6月14日、21日

11月8日、15日

11月15日

11月15日、22日、29日

25名

79名

33名

20名

12名

2025年度 活動報告

関大の知にふれる　出張講義型プログラム高校生

14学部368テーマ　合計76回の出張講義実施（予定を含む）

　　  学　　部 回数

法学部 5

文学部 4

経済学部 10

商学部 11

社会学部 9

　　  学　　部 回数

政策創造学部 3

外国語学部 4

人間健康学部 5

総合情報学部 8

社会安全学部 4

　　  学　　部 回数

ビジネスデータサイエンス学部 7

システム理工学部 2

環境都市工学部 2

化学生命工学部 2

 春学期 秋学期

開講科目数 6科目 10科目

参加高校数 5校 6校

参 加 者 数 12名 19名

関大の講義に学ぶ　講義体験型プログラム高校生

小・中学生 サイエンスセミナー

6テーマ　266名参加　実施日　8月2日

▶実験テーマ
●お湯で動くスターリングエンジン
●セメントを使ってペーパーウェイトや
　キャラクター小物を作ってみよう！
●身近な材料で発電してみよう‼　他6テーマ
●環境に優しいレインボーメタル
　温度で形が変わる不思議な金属　他　
●次世代太陽電池の試作　他7テーマ
●リニアモーターカーとアルミカップ電池を作ろう

教職員 教職員対象研修講座

9講座　340名参加

ワークシートでつくる！生徒主体の部活動
─非認知能力・社会情動的スキルを育む原理と実践─ 6月 7 日 19名

生成AIを授業や教員研修で活かす取り組み 8月 1 日 69名
被災者支援と法 8月 1 日 32名
子供たちに必要な金融教育とは何か 8月 1 日 54名
緊急事態における安全を心理学から考える 8月 4 日 46名
生物模倣による高機能デバイスの開発 
─蚊を模倣した痛くない注射針およびモリアオガエルを模倣したロボット用グリッパ─ 8月 4 日 21名

志向倫理─科学者・教育者・技術者に必要な倫理の考え方─ 8月 4 日 37名
アドベンチャープログラムに学ぶ　経験、信頼、仲間 8月 6 日 29名
探究学習をどう理解し、実践するか～デザインから指導方法、評価まで～ 9月13日 33名

講座名 実施日 人数

学校・園 学校インターンシップ

▶派遣先学校・園の校種別内訳
 派遣人数
高等学校 14
中学校 6
小学校 15
幼稚園 1
合計 36

▶派遣学生の学年別内訳
 派遣人数
1年次 10
2 年次 13
3 年次 12
4 年次 0
大学院生 1
合計 36
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関大の研究を体験する　公開講座型プログラム高校生
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実施日 人数テーマ
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【社会安全学部】人々の安全を科学する─触れ、試し、学際的に学ぶ─

【システム理工学部】Javaプログラミング体験～ゲームプログラミングを通じて数学・物理・情報の技術を学ぶ～

6月7日、14日、21日

6月14日、21日

11月8日、15日

11月15日

11月15日、22日、29日

25名

79名

33名

20名

12名

2025年度 活動報告

関大の知にふれる　出張講義型プログラム高校生

14学部368テーマ　合計76回の出張講義実施（予定を含む）
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法学部 5

文学部 4

経済学部 10

商学部 11

社会学部 9
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政策創造学部 3

外国語学部 4

人間健康学部 5

総合情報学部 8

社会安全学部 4
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ビジネスデータサイエンス学部 7

システム理工学部 2

環境都市工学部 2

化学生命工学部 2

 春学期 秋学期

開講科目数 6科目 10科目

参加高校数 5校 6校

参 加 者 数 12名 19名

関大の講義に学ぶ　講義体験型プログラム高校生

小・中学生 サイエンスセミナー

6テーマ　266名参加　実施日　8月2日

▶実験テーマ
●お湯で動くスターリングエンジン
●セメントを使ってペーパーウェイトや
　キャラクター小物を作ってみよう！
●身近な材料で発電してみよう‼　他6テーマ
●環境に優しいレインボーメタル
　温度で形が変わる不思議な金属　他　
●次世代太陽電池の試作　他7テーマ
●リニアモーターカーとアルミカップ電池を作ろう

教職員 教職員対象研修講座

9講座　340名参加

ワークシートでつくる！生徒主体の部活動
─非認知能力・社会情動的スキルを育む原理と実践─ 6月 7 日 19名

生成AIを授業や教員研修で活かす取り組み 8月 1 日 69名
被災者支援と法 8月 1 日 32名
子供たちに必要な金融教育とは何か 8月 1 日 54名
緊急事態における安全を心理学から考える 8月 4 日 46名
生物模倣による高機能デバイスの開発 
─蚊を模倣した痛くない注射針およびモリアオガエルを模倣したロボット用グリッパ─ 8月 4 日 21名

志向倫理─科学者・教育者・技術者に必要な倫理の考え方─ 8月 4 日 37名
アドベンチャープログラムに学ぶ　経験、信頼、仲間 8月 6 日 29名
探究学習をどう理解し、実践するか～デザインから指導方法、評価まで～ 9月13日 33名
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阪急電鉄千里線「関大前」駅下車、
すぐ（正門までは徒歩約5分）

千里山キャンパス

・JR京都線「岸辺」駅で下車、
　阪急バスに乗り換え

・�阪急バスを利用し「関西大学吹田みらい
キャンパス」または「亥子谷名神下」下車、
　徒歩約3分

吹田みらいキャンパス

・JR京都線「高槻」駅下車、徒歩約7分
・�阪急電鉄京都線「高槻市」駅下車、�
徒歩約10分

高槻ミューズキャンパス

南海電鉄高野線「浅香山」駅下車、すぐ

堺キャンパス

・�JR京都線「高槻」駅または「摂津富田」駅
下車、高槻市営バスに乗り換え

・�阪急電鉄京都線「高槻市」駅または「富田」
駅下車、高槻市営バスに乗り換え

・�高槻市営バスを利用し「関西大学」下車、
すぐ

高槻キャンパス

・阪急電鉄「大阪梅田」駅下車、徒歩約5分

・JR「大阪」駅下車、徒歩約8分

梅田キャンパス


